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巻首図版 1 第92次調査

外字11南I"jと角材亨Ij(束から1



巻首図版2 第92次調ft

1 外.:'illj有門 (北から)

2 外郭南門と内事11の丘陵 (南から)
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外事1;南門 (丙から )



巻首図版4 第92次調合i

i 外字lil有門門柱 (ltifl!lW 2) 

2 向 上 (北側束 2) 



巻首図版5 第92次調公

角材列|剖円音11(西から)



巻首図版6 第92次調査

角材列開口部の最終段階河川跡 (東から)



巻首図版7 第92次調査

1 S A 1O~8角材タIJ両端部 t 西から )

2 同 上 (南から)



巻首図版8 第92次調脊

S A 1028角材ヂ1](-1じから)

2 同上



巻首図版9 第92次d耳炎

1 S A 1027角材列 (南から)

2 向 上 (北から)



巻首図版10 第93次調査
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国指定史跡払田柵跡は、管理団体である仙北町による環境整備も

順調に進捗し、見学者も年々増加していることは喜びに堪えないと

ころであります。

平成4年度の調査は百第4次5年計画の4年次にあたり百 「ふる

さと歴史の広場」事業に伴って、外郭南部の低地において調査を実

施しました。

第92次調査は、外郭南門を含む外郭線を東西約100mにわたって

広く調査しました。従来の知見を追認する一方で、外郭線角材列に

長さ27mもの開口部があることが初めて判明しました。

第93次調査では百外郭南門と内郭南門との問に大きな河川敷が存

在し古橋脚が発見され五大路の幅を推定することができました。さ

らに払田tfffi跡では初めての漆紙文書が出土するなど百極めて大きな

成果を挙げることができました。

本書は以上のような成果を収録したもので、台代城tlflt官街遺跡の
研究上、資するところがあれば幸いに存じます。

最後に、調査ならびに本書作成にあたって御指導。御助言を賜り

ました、文化庁、奈良国立文化財研究所、国立歴史民俗博物館、宮

城県多賀城跡調査研究所九秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所に

心から感謝申し上げるとともに~史跡管理団体仙北町九同教育委員

会、千畑町教育委員会ならびに土地所有者各位の御協力に対し、心

から厚く御礼申し上げます。

5年3月5日

秋田県教育庁払田柵跡調査事務所

所長富樫泰時
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1 本書は秋田県教育庁払田HII}跡調査事務所が、 4 に実施した第92次.93次調査の

概要報告である。

2 漆紙文書の釈読、墨書土器の判読は国立歴史民俗博物館平)11南教授に依頼した。

3 外郭線角材の年i愉年代測定は、奈良国立文化財研究所光谷拓実主任研究官に依頼した0

4 花粉分析・樹種鑑定はパリノ e サーヴェイ株式会社に依頼した。

5 土色の記載については、小山正忠@竹原秀雄編著『新版標準土色帖Jl1976 (昭和51)

を参考にした。

6 実関図は国土調査法第X座標系を基準に作成した。実測図及び地形図中の方{立は座標北

を示し、磁北はこれより N7
0

30'OO"Wである。詳細は『払田柵跡調査事務所年報1977Jl

を参照されたい。

7 遺構には下記の略記号を使用した。

SA 柱列@角材列、 SB 擁立柱建物跡、 SL 河川跡、 SD 

SK 土坑、 SX 橋脚・その他の遺構
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第 l章はじめに

払田十IIIJ跡は秋田県仙北郡仙北町払回@千畑町本堂城田にある。遺跡は雄物川の中流域に近く

大曲市の東方約6km、横手盆地北側の仙北平野中央部に位宜し、第三紀硬質淀岩からなる

rJ-l、長森の丘陵を中心として、北側を)11口)[1 .矢島)11 (烏)11)、南側を丸子)11 (鞠子)11)によっ

て挟まれた沖積地に立地する。 1902.3 (明治35• 36)年の千屋村坂本理一郎による溝渠開削

の際や、 1906(明治39)年頃から開始された高梨村耕地整理事業の際発見された埋木が、地元

の後藤宙外@藤井東ーの努力によって歴史的遺産と理解され、遺跡解明の糸口が開かれた 0

1930 (昭和5)年3月、後藤宙外が調査を実施し、さらに同年10月、文部省嘱託上回三平によっ

て学術調査が行われて遺跡の輪郭が明らかにされた。この結果に基づき、 1931(昭和 6)年3

月30日付けで秋田県最初の国指定史跡となり、 1988(昭和63)年6月29日付けで史跡の追加!指

定がなされて現在に至っている。

1970年代になって、指定地域内外の開発計画が立案された。そこで秋田県教育委員会は地元

仙北町と協議の上、この重要遺跡を保護するため基礎調査を実施して遺跡の実態を把接するこ

とを目的に、 1974(昭和49)年、現地に「秋田県払田羽田跡調査事務所jを設置し、本格的な発

端調査を開始した。さいわい、地元管理団体仙北町および地域の人々の深い理解により、史跡

指定地内は開発計画から除外された。当事務所は1986(昭和61)年4月、 「秋田県教育庁払田

柵跡調査事務所」と改称した。現在は「払田HIfr跡調査要項Jの第4次5年計両に基づいて計画

的に発掘調査を実施している。これまでの調査成果を要約すると次のとおりである。

史跡は長森@真山を囲む外郭線と、長森を限!む内郭線からなる。外郭は東西1，370m、南北

780mの長祐二円形で、外郭線の延長3，600m、内郭を含む総面積約875，000である。外郭線は 1

時期の造営で角材列が一列にならび、東西南北に八脚門がつく。内郭は東西765m、南北320m

の長楕円形で面積約163，000、内郭線の延長は約1，760mで、石塁、築地土塀、(東@西@南の山

麓)と角材列が連なり、東西南北に八脚門がつく。内郭北門は 2時期、東門 e西門。南門は4

時期にわたる造営が認められる。長森丘陵中央部には政庁がある。政庁は板塀で区画され、正

殿 e東脇殿@西脇殿や付属建物群が配置されている。これらの政庁の建物には I----V期の変遷

があり、創建は9世紀初頭、終末は11世紀初頭である。政庁の調査成果は報告書『払田柵跡I

一政庁跡-j] (昭和60年3月)として公刊した。

出土品には、木簡・墨書土器・埼@土師器・須恵器・灰紬陶器などがある。木簡には「飽海

郡少隊長解申請J I十火大根二石二斗八升J I嘉祥二年正月十日」などの文書・貢進用木衝が

ある。墨書土器には「機悔JI厨JI厨家JI缶舎JI文jなどの文字がある。

管理団体仙北町は1979(昭和54)年から保存管理計画による遺構保護整備地豆である内郭地

域の土地買い上げ事業を進めており、 1982(昭和57)年からは環境整備事業を実施している。

-1-
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第2章調査計画と実績

平成4年度の調査は「払困t!TIt跡調査要項Jに基づく、第4次5年計画の4年次にあたる。さ

いわい事業費については、秋田県の要求額どおりの国庫補助金の内示(総計費1，400万円のう

ち、国車補助金700万円)を得たので、次のような「平成4年度払田柵跡調査計画(案)Jを

立案した。

第 1表調査計画表

調 次数 調 地 調査問積 調査期間 備 考-

第 92次
外郭 立口I~

920m~ 4 月 10 日 ~8 月 31 日
(仙北町払回 仲谷地)

第 93次 向 上 360mι 9月1日.----10月31日

よに』l 2 I也 区 1，280m 

平成元年度から平成5年度までの調査は、 「払田HITt跡発掘調査第4次5年計画Jとして立案

され、顧問の指導と助言を得て承認されたものである。

第四次調査は、{山北町による史跡等活用特別事業のうち、外郭南門と外郭線角材列の復原整

備計画に基づき、外郭南門の再調査と、その東西両側に連なる外郭線角材列の検出を目的とし

たものである。

第93次調査は、イ山北町による史跡等活用特別事業のうち、外郭南門と内郭南門を結ぶ大路の

復原とその両側の張芝、植栽などの整備計画に基づき、大路の検出と、遺構の存在確認を目的

としたものである。

平成4年度の調査の実績は、第2表のとおりである。

第92次調査では、 1930年、 1975年の調査に続き、外郭南門の全体を検出した。また、外郭南

門を合む東商約98mの範囲において、外郭線角材列を検出した。外郭南門および角材列は、こ

れまでの認識どおり、建て替えのない 1時期のみの造営で、堀、櫓を伴わない。年輪年代測定

の結果、角材は西暦800年、 801年の伐採であることが判明し、外郭線の東辺での測定結果と

致した。外郭線が9世紀初頭の創建であることが南辺においても追認されたことになる。

- 2 



第 2章調査計画と実績

第 2表調査実嬬表

調 次数 調査地区 調 面積 fV~ 期間

第 92次
外 南

1，400m
L 

4 月 8 日 ~7 月 2 日
(仙北町払田字仲谷地)

第 93次 同 2，800m2 7 月 3 日 ~1O月 20 日

ElコL 2 地 区 4，200m 2 

外郭線角材列は、これまで途切れることなく全周すると考えられて来たが、外郭内を流れる

河川に関連して、 27mの間が当初から作られていないことが判明した。

第93次調査では、大路を示す側溝や道路の盛土などは検出されなかった。しかし、掘立柱建

物跡と河川内に検出された橋脚の位置から、外郭南門と内郭南門を結ぶ線上に大路が存在した

と判断され、その幅は約12m以内と推定される。外郭内を流れる河川跡は、河川敷の南北最大

幅が約100mで、ある。この川は外郭線の創建前から存在し、JlIJまから出士する土器の年代の示

す 9 世紀末~1O世紀前半代に大規模な洪水があって、川底に多くの遺物を堆積させている。

橋脚と考えられる遺構は、河川敷内にある10本の柱で、このうちの 1本は先端を尖らせた直

径50cmのスギ杭を川底の粘土層に打ち込んでいる。大路を横切る河川に架設した橋の橋脚柱

と考えられる。

遺物には多くの土器や、斎串。曲物などの木製品が出土した。注呂されるものに、掘立柱建

物跡付近から出土した第 1号漆紙文書と、河川底部に堆積した砂i深層から出土した「小勝J銘

るO 総遺物量はコンテナ52箱に上るの

-3-
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第 1節 調主主経過

{山北町では平成3年度から史跡等

活用特別事業による払出トIII}跡、の整備

を開始し、ガイダンス施設とそれに

伴う駐車場の建設などを実施した口

次いで、今年度はそれらの範囲を除

く20，772m'を対象として、遺構保

日的とした盛土造成工事を計画

した。

この工事を理由とした現状変更許

6月3日、{山北町から提

出され、申請書は秋田県教育委員会

を経由して文化庁へ進達された。

この区域では外郭南門と外

郭線角材列の復原整備も計画され、

これを理由とした現状変更許可申請

9月14日、 {Ll，北町から提出、申

岡県教育委員会を経由して

文化庁へ進達されたコ

当事務所では、これら

第 3章第92次調査
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第2関第92次調査位置問

立ち、外郭南門と角材列の調査を第92次調査として今年度の調査計画に組み入れ、発掘調査を

実施しf二のである。

4月8日、調査区西端の管理用道路と外郭線角材列の交差部分から調査を開始、すぐに角材

列の上部を検出した。 15日、調査匹の東端部に移動し、角材列の布掘りを検出した。 20日から

は重機を使用して調査区全体の表土剥ぎを行った。 5月12日、外郭南門の東側にある現道路敷

部分を初めて掘りドげた。 15日にはSA 1027角材列の南に土坑やその他の遺構を検出。 21日、

門の間にあるSA1028角材列の調査を開始、布揖りを検出したが、 15ライン以西では角材がボー

リング棒でも全く当たらないことに気付き、 26日、 SA1028の第30次調査における深掘り部分

5 



払間柵跡調査事務所年報1992

をさらに下部まで掘り下げたところ、河川跡であることが判明。角材列の布掘りはその東側で

止まっており、)11の中には構築されていないと判断された。翌日、この河川はかなりの広さが

あると考えられたので、河川の西側のSA1032角材列は、確実にその存在が確かめられる西端

部から河川へ向かつて東へ掘り進めることにした。

河川西側のSA1032角材列を精査して、 6月2日にはその東端が河川の西側の岸で止まるこ

とが明確となった。 6月10日から外郭南門の第7次調査におけaる埋め土の除去を行って、遺構

を現し角材列の実測作業も並行した。 18日には門の西の角材列、河川の写真撮影を行った。 23

日、外郭南門の全ての柱掘形を検出。河川跡にはトレンチを設定して川底まで掘り下げた。し

かし、JlIの南岸は明確であるが、北岸はトレンチ内で把えることができず、調査区の北へ延び、

ていることが推測された。 JII底からは土器や木製品が出土した。

30日、外郭南門の全景撮影を行った。以後、第93次調査と並行して補足調査を行い、 7月30

日には奈良国立文化財研究所、光谷拓実主託研究官より、外郭線角材列の中から年輪年代測定

試料6点を採取していただいた。

8月18日には第35回顧問会議を開催し、調査@研究の顧問である秋田大学新野直吉学長、国

立歴史民俗博物館考古研究部長岡田茂弘教授に対し、第92• 93次謂査の概要を説明するととも

に現地で御指導いただいた。 8月22日には現地説明会を開催し、多数の見学者が来跡した。

第 2節検出遺構 (第3・4図)

(註 1) 

外郭南門は1930年、文部省が初めて調査を実施し、その後旧高梨村は土地の買い上げを行い、
(註2) 

門柱の乾燥を防ぐため水を巡らすなどの保存措置を施してきた。 1975年の第7次調査はこの外

郭南門を対象としたが、遺構の保存状態は良好であった。この他、外郭南部の低地では、外郭
(註3) (註4) 

南門の北側に連続する地域で第10次調査、外郭線角材列を対象とする第30次調査、さらに外郭
(註5) (註6i 

内の旧地形や土地利用状況を探る調査の一環として第62・66次調査を実施してきた。

しかし、今回のように門を含む東西約100mもの長さで、外郭線が面的に調査されたのは初め

てである。外郭南門ではその再調査、角材列では建て替えの有無や、堀・櫓の有無の検討、

輪年代測定の実施などを目的としたり

調査対象地は標高33m前後の水田で、あるが、仙北町が1991・1992年に土地の買い上げを行い、

休耕固となっている。

調査の結果、掘立柱建物跡(外郭南門) 1、外郭線角材列3、柱列 1、土坑3、河川跡 l、

その他の遺構 1の計10遺構を検出した。

- 6 
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第3章第四次調査

1 遺構と遺物

( 1 ) 掘立柱建物跡

① S 857 (外郭出門) (第5・6図，巻首図版 1~4 ，図版 2 ~4) 

桁行3間×梁行2間の東山ーは叫柱式の門で、ある。柱i首距離の平均は桁行総長9.20m(東か

ら2. 86 -1-3 . 54十2.80)、梁行総長6.65m(北から3.32十3.33)で、桁行30尺 (9+12+9)、

梁行22尺 (11+11) と考えられる。 造営尺は 1尺=30.5cmである。建物方位は調査南北基準

線に対し、 N94
0

Eで、建て替えはなく、 11時期のみの造営である。内郭南門との距離はほぼ

240mであるの基i曹の痕跡や内郭南P'lとの聞の道路痕跡は認められない。

柱掘形は一辺1. 35~2.0mの方形で、第 7 次調査の後に一部が破壊を受けて変形している。

垂直に掘り込まれ、埋土は地山の青灰色粘土と黒色土が混じる。門の桁行方向 3列の掘形を結

ぶ溝があるが、これは文部省調盃後に水を滞留させて門柱の乾燥を防ぐために、旧高梨村が講

じた遺構保護策である。妻柱の掛形には角材が接続していないが、文部省調査の報告書には接

続する状態の平面図や写真図版が掲載されており、元来は直接に接続していたもので、イ前記の

遺構保護のための溝を掘った際に抜き上げられたのであろう。

深さの明らかな側柱4本では、底面のレベルが31.40----31.64mで、あるが、棟通り中央2本は

それに比べ36----67cm浅し可。柱は下部で、直径60----62cmの丸柱で、手斧等の工具で加工が施され、

下部に目渡孔がある。東側中央の柱の樹齢はほぼ100年、西側中央の柱のそれは80年である。

南側の東から 2番目の柱は、掘形底面を円形に掘りくぼめた中に柱を置く。内郭西門でも同じ
(註7)

状況が見られた。

棟通りの東から 2番目の柱は南に傾き、遺存長も短い。同じく東から 3番目の柱は抜き上げ

られ、クリ材の残欠が僅かに残るのみである。 1930作の調査時において、既に半ば腐朽し去っ

ている柱があるとの記述が報告書:にあるのは、この材を指すと考えられ、第7次調査ではこの

掘形底面に柱の抜き跡を検出している。棟通り中央2本の柱は文部省調査時以前に蹴にこうし

た状況となっていたと考えられ、それは掘形の底面レベルが他の掘形よりも浅く作られている

ことに起凶すると推定される。棟通り中央2本の柱榔形の同様な傾向は内郭西門でも確かめら

れているほか、この 2本の柱を欠く構造は、政)yの東・西・南門、内郭東・南門でも認められ

る。

第7次調査でSA68~71 とした 4 本単位の小柱穴は、内郭東門や志波域政庁正殿などに見ら

れる足場組柱穴と同じで、今回門の東側にも南北 l チIjが検出された。直径30~50cm、深さ 10

'"""'--'20cmのものが多い。門の中央部から南側には検出されず、後世の削平によって失われたも

ので、元来は門を取り問んで存在したと考えられる。門の側柱との距離は、西側では 2列あり、

それぞれ1.90m、3.20m、東側では3.60mで、ある。

-11-
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門柱の樹種は西側中央の柱がトネ 1)コ属、南側の東から 2本自がケヤキまたはハリギリ、そ

の他はクリである。柱掘形からは遺物は出土しなかった。

( 2 ) 外郭線角材ヲIj (巻首図版5~ 9) 

光谷拓実主任研究官による年輪年代測定によれば、角材の伐採9三代

は西暦800年が 1点、 801年が仁点である。他に788年の数値を示したものが l点あるが、角材

の木口面に虫食いによる子しがあり(図版14-2)、この年代で成長が停止したものを伐採した

可能性が高く、この数値は伐採年代とは言えない。

① S A 1027 (第 7~9 図，図版 5~8 ・ 24)

S B57外郭南門の東側中央の柱掘形から東ヘ18.5mにわたって検出した。円の東を南北に通

る町道部分は、今回初めて調査を行ったが、その東の7J'¥.I丑は1930年にも調査がなされている。

布掘りは上面111高50~80cm、深さは最も深い東端部で、85cmあり、その中に角材が常接して立ち

並ぶ。角材は一辺の長さがが30cmを越えるものが多く、 36cmを測るものもある。 -J立の平均

は29.5x 24.6cmで、長辺を布掘りに対して平行に並べる。既に抜き取られた箇所には角材の

下に置かれた礎板のみが残っている。角材の長さは最長80cmほどのものもあるが、門に近付

くにつれて布掘りの底面レベルがしだいに上がり、東端とは約40cmの高低差が生じている。

したがって、角材の保存状態も西ほど悪く、町道があったこともあってか、痕跡のみが並ぶ箇

所もある。

N 
H =33.0111 J2_ N Hニ 33.0口1 S 

111 

第 7図 S A 1027角材断臨国

-14-
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外郭南門の東側中央の柱掘形内には角材はないが、元来は柱に接続していたものであろう。

角材列の東端から、外郭南門の東側中央の柱まで60本の角材が存在したと推定される。年輪年

代測定では801年の数値を示すものが2点ある。

遺物は、布掘り内から須恵器杯、平瓦、丸瓦、石器が出土した(第9図)。石器は縄文時代

のものが混入したものである。 他に小破片であるが、須恵器で、は出転へラ切り痕のある杯、高

台付杯、護、土師器では回転糸切り痕のある杯、護底部が出土した。

② S A 1028 (S A58) (第8・101玄]，図版8. 10) 

S B57外郭南門の西側中央の柱掘形から西に23mの長さで検出した。 1979(昭和54)

30次調査で坪掘りによって角材の確認調査を行っており、布掘りの所々がj二部のみ!幅広くなっ

ているほかはSA1027と同様の幅である。西側中央柱の掘形内にも1930年の調査時には角材が

存在して柱に接続し，ていたが、抜き上げられている。角材の一辺の長さは30cmを越えるもの

が多く、平均は28.7x 24.8cmである。最も長い角材は97cmの長さがある。抜き!二げられた角

材も含め、 73本の角材が立ち並んでいたと推定される。

布掘りの西端は、 SL 1035河川跡に向かつて落ち込む植物遺体を含んだ自然堆積土を掛り込

んで作られ、河川の肩部で明確に壁をなして止まる。河川と角材列との新!日関係は、明らかに

角材列の方が新しし iO 問端の角材は西に傾いている。この角材は下部が僅かに残るだけである

が、他に比べて特に大きな角材とは言えなし可。西に傾いているのはこの角材を西側から支える

ものが特になかったことを示すものか。その東隣りの角材は残存しない。

年輪年代測定では788年、 800年の数値を示すものが各 1点、 801年が 2点である。

③ S A 1032 (第10国，図版9) 

S L1035河川跡の西側に21mにわたって検出した。暗渠排水溝との重複が激しく、布掘り上

部はかなり破壊を受けている。西端部の角材は西に向かつて傾くものや、横倒するものがある

が、布掘り内にも砂利が入っていることから近年の撹乱によるものであろう。 SA1027・1028

と異なり、角材の一辺が30cmを越えるものはほとんどない。 一辺の平均は25.8x 21cmで、ある。

布掘りの東端部はSL1035河川跡に傾斜する植物遺体を含んだ自然堆積層を掘り込んで作ら

れ、墜をなして止まっている。最も東の角材は失われており、礎板が残っている。新!日関係は

角材列が河川よりも新しく、東側のSA1028角材列の商端部と同様で、ある。

角材列全体を見ても明らかにスギ以外の材と判断されるものは見られない。角材の底面レベ

ルにはかなりの変異があり、隣接する角材どうしではSA1027の場合最大25cm、SA1028で

は55cm、SA1032で、は27cmの高低差がある。

布掘りの底面に直接角材が置かれるとは限らず、掘り下げた布掘りに土を入れ、その上に礎

板を置いてから角材を建てる筒所もある。底面レベルの高い角材には下に 2段、 3段の礎板が

-18-
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第3章第92次調査

置かれているが、その場合、両側の角材の底面が低く、その間の 1本だけが高くなっているこ

とがある。一礎板』こ 2本の角材がまたがる場合もある。

しかし、こうした箇所でも布掘りの幅は一定していて、古い角材をこの部分のみ抜き上げて

修復を施したと判断される形跡は認め難い。反面、約 7mの問、高低差が20cm以内に収まっ

ている所もある。これらの状態に明確な規則性は窺えなし」こうしたことから、礎板の有無や

角材の民面のレベルの違いは、角材を布掘り内に建てる際に必要に応じて 1本づっ角材の高さ

を調整しながら建一てたことによると考えられる。

S A1032には角材の 1辺のi隔が30cmを越えるものはほとんどない。ところが、 SA1027と

1028には最大幅が34cmを測るものもあって、その違いは歴然としており、門に近い位置で幅

の広い角材を使用していることが明確である。

S A1028角材列の南北両側に対をなす4個の柱穴がある。径20cm、深さ27cmで、径10cm

の柱痕跡がある。東西方向3.60m、南北方向3.80mの距離である。角材列に関連するものか否

かは定かでない。

S A1028と1032角材列の間にはSL1035河川跡の南端部があり、この間27mにわたって角材

列が当初から作られておらず、河川を境に角材列の方向に変化がある。角材列に代わり得る区

画施設あるいは遮蔽施設は、南岸の地山面には検出されなし可。角材列に伴う堀、*盤状建物、角

材列の上部を支えるための支柱は調査範囲内には認められない。

( 3 ) 河川i跡

① Sし1035 (第1l~16図，巻首図版 5 . 6 ，図版12~13 . 24~26) 

S A1028とSA1032角材列の間に、外郭内を流れる SL1035河川跡の南端の一部がある。

岸は粘土質土の地山で、北岸はこれより約100m北にある。

河川の深さ、角材列や遺物の有無の確認を目的にA~Dの 4 本のトレンチを設定した。 )11底

までの深さは川の検出面より約2.0mあり、最下層には砂礁が20~40cmの厚さに堆積する。[二

層ほど粒子が細かくなり、砂質土、粘土質土となる。砂傑層には土器や木製品が含まれ、土器

の年代は 9 世紀末~1O世紀前半代と推定される。その上の砂質士層には水流を示す細かな層理

が見られ、植物遺体が含まれるが、土器などの遺物はほとんど出土しない。

B トレンチで、は水流によって流されたと見られる自然、木が、河川の下方の斜面に検出された。

Cトレンチの砂傑層からは外郭線角材列に使用した角材と同様の角材が、角材上部の腐朽し

て尖った方を河川の上流に向けて横倒して出土した(図版13-2)。一辺27x24cm、残存長1

OOcmあり、 SA1028角材列西端部の 1本が)11底に流れ落ちたものと見られなくもない。 SA

1028などの角材と異なる点は、角材の半分以上が腐朽して細くなっていることである(図版26

- 21-
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-16)。砂i深層に流れ落ちた時点で既にこのような状態となっていたと見ることができょう。

また、長さ1.95mの細いスギの角杭が、最終段階の河川の上部から砂際)習の t面まで打ち込ま

れていた(図版13-2)。手斧痕跡、が全体に v見られ、古代における何らかの仕事であろう。

D トレンチでは上方に生えた自然木に、工具による伐採痕が見られた。

最終段階の河川跡が北に湾出する rlJ長4.5~6.0mの泥惇状となって平面確認される

物が植物遺体とともに出土した。

河川内に角材列ゃ布掘りは存在せず、角材列はこの蛇行する河川の東西間側において明確に

止まっている。角材列の布掘りは、 SA 1027 • 1032ともに河川の肩部にある植物遺体を含む自

然堆積士を切っており、角材列の方が新しいことが明らかである。

この河川は 9世紀初頭の外郭線角材列の創建時に既に存在し、その後も河肢をド刻する形で

流れた時期もあったが、やがて 9 世紀末~10世紀前半の頃に多くの砂礁と共に遺物を堆積させ

る状況に変化し、砂層、粘土居をも堆積させて、さらに最終段階の河川を形成したと考えられ

る。なお、最終段階の河川は、明治年間の耕地整理前の様子を描いた『耕地整理地区現形図』

を見ると角材列の関口部付近では細い水路と、それに沿った道路がこの位置に重なるように描

かれているが、その北側の第93次調査区での蛇行する流れは全く描かれていない。河川の上部

からも僅かではあるが土師器や木製品が出土していること、古代の仕事と考えられる杭が打ち

込まれていることなどから、この部分の河川としての終駕は古代の範囲内と推定される。

川底の砂磯層出土遺物(第12~151玄J)は、 1~9 が須恵器杯で、 1 ・ 2 のみ底部切り離しが

回転へラ切り、他は回転糸切りによっている。 7~9 は底面に墨書があり、 9 は「日嘗J か。

10は小型の須恵器斐である。 11・14は両面に黒色処理を施す十郎i器杯で、 14には低い高台が付

く。 12~24は士師器杯で、 13の体部に「幡J と見られる墨書がある。 25は土師器護である。 26

は砥石で4面を使用する。木製品としては27・28が斎串、 29'30は箸、 31は檎扇である。 32は

末端に孔があるが用途不明。 33には樺皮紐が付き、側板の痕跡が見られる。曲物の底板であろ

う。

角材列関口部の最終段階河川跡からは、土器では低い高台の付く土師器阻(第16図1)、珠

洲系陶器(2 )、木製品では串 (3 • 4 )、方形曲物蓋(5 )、方形出物底板(6 )、円形曲

物底板(7 )、下駄(8 )が出土した。

( 4 )柱列

① S A 1037 (第17図)

地山面で確認した南北筋 2 間の柱列であるが、南へ延びる可能性がある。掘形は直径30~40

cmの円形で、深さ25cmほどで底部が丸みを帯びる。北端に佳16cmの柱痕跡があり、総長は

- 22-
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1 10Y 

2 10Y 

3 lOY 

4 10Y 
5 10Y R 

6 10Y 

7 7.5Y 
8 10Y Rおオリーブ灰， 2.5YR%IF{:fオリーフ、、褐色土

9 2.5Y討黒色砂，校幹多い
10 /1 植物含む

11 10YR%オリーブ灰色粘土，砂少し混合

12 10YR1'Iオリーブ黒色砂が層理をなす

13 /1 12層より砂の粒子大

14 5 Y~オリーブ黒色砂・粘土混合，校・幹含む
15 5 Y封黒色砂・砂混じり粘土層の層理

16 筏 2-3 CIl1の砂li弘土器・木製品，牧・幹含む

17 10G YYi暗紘灰色粘土

18 10Yちオリーブ灰色粘土， 5 Y封黒色粘土

。 2m 



番号

1 

2 

3 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

認さ三ミ込
d完さ「呉お見ろ

閥横
町学:~'f.!れ

種別j 器jf3 4待 徴

須恵器 杯 外商:ロクロうデ沙問転へフ切り 内面:ロクロナデ

須恵器 杯 外商: 1コクロすデ→回転へラ切り 内面・ロクロナデ

須恵器 杯 外商.ロクロサデ，回転糸切り 内商.ロクロ寸デ

須恵器 杯 外市iロク!コすデ→回転糸切り 内面・ロクロナデ
須恵器 1不 外開:ロクロナデ》向転糸切り i今回:ロケロ寸ヂ
須恵器 杯 外00:ロクロナデ→閉転糸切り 内面・ロクロナデ

須恵器 杯 外関 口ケロナァ→向転糸切り、底部iこ墨書「口j 内面・ロケロナデ

須恵苦告 杯 外商 ロクロナデ→回転糸切り、底的こ墨書f口J内iliiロクロナデ
須恵器 杯 外ilii:ロクロナデ→回転糸切り、底部に墨書「日'&iJ力 内面 ロク口ナデ
須恵器 小型婆 外溜:ロクロナデ 内面:ロクロナデ

「d 

Lli去
Ccm) 

13.4 

14.4 

12.6 

7.2 

第3章第92次調査

¥二

6 

。 10cm 

民1主 ~-i ， ~ι'~1 1.1-'1己iミf 指1山:':il数f~ユ タ十何{ 図版(cm) (cm) 指数 !主:

6.0 3.7 0.15 27.7 39 

7.0 3.6 0.49 25.0 31 

5.6 3.5 0.44 27.8 35
0 

5.0 

5.0 

5.0 

24-5 

24… 6 

24-7 

第12図 S L 1035砂磯層出土遺物(1 ) 
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f 
13 

ハU
t
-
-

lOcm 
~ 

番号 種別 器形 特 徴
日 f~ !t);Ó f~ 器，fI~'ゴJ )正三f至 三WiJ了 之二 タ十{頃

悶!仮|(cm) (cm) (cm) 指数 指数 !五E
11 土師器 杯 内面黒色処理 ロクロナデ 5.6 
12 土師器 杯 外商:ロクロナデ→回転糸切り 内部:口クロナデ 12.2 4.8 4.5 0..39 37.0 35 
1.3 土師器 杯 外面.口ク口ナデ→回転糸切り 休部Iこ墨書「緩J力 内面 口ク口ナデ 12.7 5.0 4.7 0.39 .37.0 32

0 

24-8 
14 土師器 高台付杯 同商黒色処理、ロクロナデ

15 土師器 杯 外商:ロクロナデ→回転糸切り 内面.ロクロナデ 13.5 5.8 4.6 0.43 34.1 37 25-1 
16 土師器 杯 外商 口クロナデ→閉転糸切り 内面.口クロナデ 11.6 4.4 4.4 0.38 37.9 32 
17 ゴニ師器 杯 外面:ロクロナデ→回転糸切り 内面・ロクロナデ 12.8 5.5 4.7 0.43 37.0 31。 25-3 
18 土師器 杯 外面・ロクロナデ→自転糸切り 内面.ロクロナデ 13.6 5.8 4.4 0.43 32.4 37 
19 土師器 本不 外国:ロクロナデ→閏転糸切り 内面:ロクロナデ 14.4 5.3 5.2 0.37 36.2 38 
土師器 杯 外面:ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロブデ 12.2 4.8 4.2 0.39 

1
34.5 31

0 

25-5 

第13図 Sし1035砂磯膚出土遺物(2 ) 
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32 
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C羽立む:rm.

27 

33 、対771ZlJJ.jjjj_川 i

番号 種別j 特 j!j玖L 長さ *話 J享さ
図版(cm) (cm) (cm) 

27 斎串 21. 7 0.3 
28 斎'* 10.7 0.5 
29 箸 0.5 0.5 
30 箸 0.4 0.4 
31 桧扇 級じ孔霞窪0.3cm 2.2 0.2 
32 fIHHリi4反キ治ガ、 31.3 2.2 0.3 
33 出物底板 様皮組側板痕跡あり 0.7 

S L 1035砂磯膚出土遺物件)
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第3章第92次調査

2 

E 
e / 同

口
口
同
国
同
国
同
国

6

ロ

番号 種別j !I守 徴
をさ 中国 1ザ「さ

図版(cm) (cm) (cm) 

3 箸 0.8 0.9 

4 串 21.2 1.7 1.1 

5 II!J物議板 綴じ孔3ケ所あり 0.8 

6 曲物底仮 綴じ孔2ケ所あり 0.7 

7 曲物底仮 0.6 

8 下駄

第16図 S L 1035最終段階河川跡出土遺物
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第17図 SA 1037 

3.6m (北から1.9十1.7)、12尺(6十6)と推定される。北端の柱は、 SA1028角材列の西

端より南へ6.3mの距離がある。方位はN6
0

Wである。

( 5 )土坑

① S K50 (第四図)

外郭南門の南に位寵する掘り込みである。 1975年の第7次調査で西半分を調査したが、

その東半分を新たに調査した。遺構の中央の南北に第7次調査時のトレンチがある。東西4.60

m、南北推定4.30mほどの略円形で、深さ 20~30cm、底面は丸みを帯びている。

須恵器翠の胴部破片が出土した。

② S K 1029 (第18~20 ・ 27)

長i同3.80m、短紺12.50mの、東西に長い指円形を呈する遺構である。 深さ 7~18cmで、ある。

坑底には細かな凹凸が多い。土師器・須恵器の破片が多く出土し、これらを土坑内に廃棄した

ものと思われる。

第四図 1~3 は須恵器杯で、 3 は底部に「継」 あり、 1):]面を硯に転用する。 4、5

も体部に墨書があり、 6は須恵器護である。 7は内面黒色処理を施す土師器高台付血である 0

8 ~15は杯で、 9 は「口」、 10 I口主J、11は「木」の墨書がある。 16は鍋で外面に煤が付着

している。 イ也に破片としては、回転糸切り痕のある須恵器杯、土師器で、は回転糸切りで内面黒

色処理が施された杯、下部にケズリ痕のある察、砂底の翠底部、内外両面に日11き目のある護、

凸面に格子叩き目のある平瓦が出土した。

① S K 1030 (第四図)

S K1029の東2mにあり、その西側の一部を調査したのみで、ある。直径は推定2mほどの円

形と思われ、深さ約22cm、底面は平坦である。
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1 lOY 

2 lOY 

3 1層にlOYR%
にぶい黄褐色粘土
j昆，入

10Y R%黒褐色耕作土
1層に10YR%(こぶい貰褐色
枯三1-.混入

第18図 SK50 • 1029 • 1030， S X 1031 
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番号 種別 7**仁j

l 2夏窓器 杯
2 須恵器 杯

3 須恵器 杯

4 須恵器 杯

5 須葱器 杯

6 須恵器 安E
7 土師器 高台付血

8 土師器 杯

1 

lOcm 
L_j_ム」

特 徴

外出:ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ

外面:ロクロゴデ 内00:ロクロナデ

外磁白ロクロナデ→回転糸切り、底部に墨書「継j 内面'ロクロナデ、転用iili.

外商:ロクロナデ、援護「口」 内面.口クロナデ

外商:ロクロナデ、墨書「口j 内商.ロクロナデ

外臨.タタキメ 内面:アァ具痕

外商:ロクロナデ 内簡.黒色処理

外商:ロクロナデ→回転糸切り 内商:ロクロナデ

口f主
(cm) 

11.6 

13.0 

17.4 

13.9 

14.3 

第19図 S K 1029出土遺物(1 ) 
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6 

8 

l上HヨE 語是正石 民主主 1811主 タト向H
悶)仮(cm) (crn) 指数 指数 i.!r 

4.6 4.5 0.40 38.8 28 

4.7 27-3 

27-1 

27-2 

27-4 

6.3 6.9 0.44 48.3 19
0 



番号 議日IJ sロfロiJf:下イノテ

9 土師器 杯

10 土師器 杯

11 土師器 杯

12 ニ!こ師器 杯

13 土自市器 杯

14 土師器 杯

15 土師器 杯

16 二!こ師器 鍋

10 

ç-~ -;; 
穴'-トグ

特 1望i
11i;;;;' 

(cm) 

外商 ロクロナデ、墨書「日j→回転永切り 内閣 ロクロ7デ 12.2 

外面.ロクロナ子、底部に墨書「口主J-，回転糸切り 内図 ロクロナデ 13.2 

外部:ロクロナデ、墨書「木J 内問黒色処理
外商:ロクロナデ→回転糸切り 内部・ロクロナデ 13.5 

外面:ロクロナデ→回転糸切り 内関.ロクロナデ 11.6 

外部.ロクロナデシ回転糸切り 内濁 ロクロナデ 12.2 

外面・ロクロナデ→回転糸切り 内聞.ロクロナデ 12.1 

外部:ロクロナデ→ケズリ 内面:ロケロナデ 40.6 

第20図 S K 1029出土遺物(2 ) 
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11 

16 

。 lOcm 

主主治三 6:'il!，~ij IJtfi てA→ f~ タト~;Q
図版

(crn) (cm) 指数 指数 )[¥' 

4.6 5.1 0.38 41.8 24 27-6 

5.6 4.2 0.42 31.8 40 27-5 

27-7 

5.6 5.9 0.41 43.7 27 

4.6 4.8 0.40 41.4 27
0 

4.6 5.6 0.38 45.9 32
0 

27-8 

5.3 4.3 0.44 35.5 31
0 
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遺物は小破片ーであるが、土師器の杯、棄の民部.11同部が出土:した。

( 6 ) その他の遺議

① S X 1031 (第18図)

S K1029 • 1030の南にある大きな掘り込みである U 東西4.90m、南北3.15mで、約 1/4ほ

ど掘り上げた。深さ約20cm、底面[は平坦である。

遺物は須恵器警の口縁部@服部、底部切り離しが回転糸切りによる杯、二!二郎器婆のl寸縁部が

出土した。し1ずれも破片である。

第 3節遺構外出土遺物 (第21-----23図，図版28)

1 土 器 1は底部切り離しが回転ヘラ切りで無調整の須恵器杯、 2は蓋である。 3.._____6

は杯の底面で、 3には「口平」、 4'"'-'6には「口Jの墨書がある。 7は珠洲i系陶器である。

2 瓦 8~1lは丸瓦で、凹商に布目痕がある。

3 木製品 12は円形曲物の底板かと思われる。

4 石 器 12は砥石で、表裏2面を使用する。 13• 14は縄文時代の石器で、 13は刃部を局

部的に磨いて作り出している。

第4節小結

外郭南門について

第92次調査では、史跡管理団体仙北町による「ふるさと歴史の広場事業」に伴い、外郭南門

を含む外郭区画施設を東西約100mにわたって調査した。

外郭南門は第7次調査での認識どおり、建て替えのない、 1時期のみの造営である。今回、

棟通り中央2本の柱掘形の深さは地の掘形に比べて浅く、柱の遺存状態も良くないことが明ら

かとなった口この 2本の柱掛形が浅い傾向や、柱を欠く構造は、政庁及び内郭の東 e西 e南門

に共通する現象である。このことは、この 2本の柱は直接に棟を受けて屋根の重量を支えるた

めの柱としては大きな意、味を持たないことを意味するのではあるまいか。門の構造は通常の八

脚門とは異なって、二階部分を有する櫓門である可能性が高いと考えられる。

足場組柱穴の深さが浅いことや、 SA1027角材列の布掘り底部が門に近付くにつれてしだい

に上がっていることは、門の周辺は後世にかなりの削平を受けており、古代においては一段高

い地点を選地するか、あるいは基壇を造成していたことも推測される。
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3 

番号 種別 古昔1汐 出土地・!脅{立 11守 徴
仁Jl~
(cm) 

l 須;容器 杯 E DOO・2層 外IIlI ロクロ十子→回転へう切り 内面 ロケロナヂ

2 須恵器 蓋 E C99・2層 外面:ロクロナデ内蘭 ロクロブデ、転用硯 14.8 

3 須恵器 杯 ECll・1層 外面:1底部に墨書「口平」

4 須恵器 杯 EDOO・2層 外面底部に遺書

5 須窓器 杯 E DOO'2層 外面:底部に墨書

6 須藤器 杯 E DOO・2層 外商:底部に墨書

7 珠何羽洲系骨量 |饗 EBOO・2層

第21図遺構外出土遺物(1 ) 
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第23図遺構外出土遺物(3 ) 

2 外郭線角材列について

外郭線角材列も外郭i有門と同様に建て替えは行われていない。外郭線の南{fi1j11mまでを

15 

10cm 

したが、この間に堀は検出されなかった。また、調査範囲の門の東{JtlJ18.5m 、間{~，1j68mの間に

櫓は付設されておらず従前の認識どおり、これらは伴わないと見てよい。

外郭線は門を含めて建て替えがなく、存続期間は内郭線に比べて短し'0そのことは第;88次調
(註12)

査で外郭線東辺の角材列の上に約 1mの砂際)躍が堆積している事実があり、その堆積年代がS

L1035の)11底の砂礁層の堆積年代と符合すると考えられることや、第92次調査のCトレンチに

おいて、~正に基部のみとなった角材が)11底に横倒していたことなどからも裏付けられよう。]11 

底の砂傑層出土土器は回転ヘラ切り技法がほぼ消滅し、須恵器の占める量も少なくなった段階

で、大きく見て 9 世紀末~10世紀前半代と推定される。この頃には既に外郭線は機能していな

かったと考えることができる。

外郭南門の両)協の角材と、それより離れた角材では角材一辺の幅に明瞭な違いがある。内東

側のSA1027は平均29.5x 24 .6cm、西側に連続する SA1028は28. 7 x 24 .8cmで、あるが、河川

跡を挟んだ SA1032は25.8x 21cmと一回り小さく、その違いは計測によらずとも明確に知ら
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れるほどである。外郭南辺の角材列を広く調査した第30次調査での角材の大きさを見ると、

年調査区の西方にある30-2地点での平均値は20.8x 17. 7cm、さらに西にある30-1地点、

30-5地点では、それぞれ25.4x 23 .4cm、19.8X16.3cmである。また、外郭東辺での大きさ

をも上回っている。これらと比較すると外郭南辺では、門の両側の位置は際立って幅の広い角

材を使用していることが明らかである。 SA1027と10281=1{~の中では門に近いほど角材が大き

くなるというわけではないが、角材の高さも門に近い所は高く、門から離れるに従って低くな

る構造となっていた可能性はあろう。このことは内郭の4門の両側が八の字形に入り込み、

右対称に櫓状建物や柱列が付設されたり、北門を除いて築地土塀よりーー段と高い位置に造られ、

その両側に取り付く角材列や石塁が、門に近付くにつれてせり上がった構造になっていたと

えられて、多分に装飾的効果を持つ構造となっていることにも共通する事象であると考えられ

る。外郭東門 e 西門でも角材に同様の現象があるのか、今後検討する必要がある。

角材の地表からの高さ、上部構造、構築方法は依然、として不詳である。しかし、角材の底面

さが"定ではなく、高低差を有し、礎板を重ねる場合があって、 1本づっ丁寧に建てたと

考えられることや、 1930年の調査で内郭線角材列が横倒しとなった状態が検出されていること
(註13)

は、その解明の大きな手掛かりとなろう。この時の報告書によれば、角材列がその内側あるい

は外側に倒れた状態が 2 箇所検出され、その中でも長い角材は12~14尺あり、上方に長さ 1 尺

2 す----1 尺 6 寸、 111話 3 寸~4 寸の貫穴を有するもののあることが記されている。角材の底面レ

ベノレの調整はこの貫穴に横板を通して、角材の横方向の連結、固定をはかるために貫穴の高さ

を揃えることを意図したことによるものではなかろうか。

外郭線角材列は昭和初年以降、これまで全て連続する と考えられて来たが、外郭内

を流れる河川iに関わって、創建時から作られていない部分があり、この部分には角材列に替わ

り得る施設の痕跡も見られなかった。河川跡の氾濫時の最大111高は第93次調査で、約100mである

ことが判明したが、角材列が途切れる部分では、創建時の河川の湾曲と最終段階のそれとが一

致していることから、外郭線創建JJ寺のJ11111高も最終段階の川111話と大きな違いはなく、おおよそ4

~6mほどと推定される。この部分での防御性は弱いと考えられる。

外郭線、の南門に近い位置でさえ河川に伴う関口部のあることは、外郭線東部で河川!が間内に

流入する箇所と、本年調査区の西方で+11日外に流出する箇所においても、同様の状態のあること

が予想され、今後、外郭線上のこうした部分の探索が必要で、ある。

西側の関口部については一つの予見を述べておきたい。外郭南辺角材列の確認、調査を行った

第30次調査によると、外郭南門の88m西の位震(今回調査区間端から20m西)から長さ32mに

わたって角材列が確認されていない。また同じく外郭南門の西155mの位置(今回調査区の問

端から87m西)から長さ44mにわたって同様の結果である。耕地整理前の様子を描いた『耕地
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整理現形図』では、後者の聞に二!と東から南西に流れる細い水路が描かれている。あるいはこの

間が角材列の関口部となっているのかも知れない。

城tllU官街遺跡における外郭線の機能として、一定の地域を区画して特定の地点以外からの出

入りを規制し、外観をより威厳あるものにして、防備に十分機能するための必要条件を備えた

ものとされる。払田和I}の外事r~線にはこのように当初から門以外の関口部があり、櫓@堀も伴わ

ないことは、防御的機能はさほど重視されていないと言えよう。外郭線が短期間で消滅するこ

とも、このことと軌を--vこする現象であろう。
年輪年代測定の結果、角材は西暦800年、 801年の伐採であることが判明した。これは1987年

(註14)
の外郭線東部を対象とした第73次調査で得られた西暦801年という測定結果に合致する。外郭

娘が 9世紀初頭の創建であることは外郭線南辺でも追認されたことになる。

註 l 文部省『史蹟精査報告第三掛田用品[:.域輪部!日l上~ 1938 (昭和13)年

註 2 秋仔B早教育委員会 a払田f.11fl跡調査事務所『払田柵跡調査事務所年報1975 払EEl1;lfI}跡一昭和50

年度発掘調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第40集 1976 (昭和51)年

註3 秋田県教育委員会・払旧{11ft跡調査事務所『払問問跡調査事務所年報1976 払開柵跡一第9・
10次発掘調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第44集 1977 (昭和52)年

註4 秋田県教育委員会 e払田柵跡調査事務所『払田村III跡調査事務所年報1979 払田村!日跡一第23~

30次発掘調査概要-~ 秋田県文化財調査報告書第75集 1980 (昭和55)年

註 5 秋田県教育委員会・払田柵跡調査事務所『払田邦n跡調査事務所年報1985 払田柵跡一第60----
64次発掘調査概要 』 秋田県文化財調査報告書第139集 1986 (昭和61)年

註 6 秋田県教育委員会・秋田県教育庁払田制l跡調査事務所『払回開跡調査事務所年報1986 払田
羽田跡一第65~67次発掘調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第154集 1986 (昭和62)年

註 7 秋田県教育委員会@秋田県教育庁払田柵跡調査事務所『払間十1m跡調査事務所年報1990 払田

t[m跡 第84----87次発掘調査概要-~ 秋田県文化財調査報告書第216集 1991 (平成3)年
註8 秋田県教育委員会・秋田県教育庁払国間跡調査事務所『払田 tlllt跡 I 一政庁跡-~ 秋田県文
化財調査報告書第122集 1985 (昭和60)年

註 9 秋田県教育委員会 e秋田県教育庁ε払田HI日跡調査事務所『払出flIH跡調査事務所年報1987 払回
柵同一第68~73次発掘調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第168集 1988 (昭和63)年

註10 秋田県教育委員会・払田flllr跡調査事務所『払田f/lfr跡調査事務所年報1984 払回柵跡一第55~

註11

註12

59次発掘調査概要 秋田 1985 (昭和60)年

@秋田県教育庁払田tllfl跡調査事務所『払田和fl跡調査事務所年報1991 払田
柵跡一第88~91次発掘調査概要一』 秋田 1992 (平成4)年

註13 註 1に同じ

註14 秋田県教育委員会・秋田県教育庁払悶fllfl跡調査事務所『払田fH日跡調査事務所年報1988 払田
羽田跡一第74~78次発掘調査概要一』 秋田県文化財調査報告書第185集 1989 (平成元)年
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第4章第93次調査

第 1節調査経過

仙北町では平成3年度から史跡

等活用特別事業による払田村m跡の

整備を開始し、ガイダンス施設と

それに伴う駐車場の建設などを実

施した。次いで、今年度はそれら

の範囲を除く 20，772m
2を対象と

して、遺構保護を目的とした盛土

造成工事を計画した。こ

理由とした現状変更許可

6月3日、 f山北町から提出され、

申請書は秋田県教育委員会を経由

して文化庁へ進達された。また、

この区域では外郭南門と内郭南門

を結ぶ大路の復原、その南側の張

芝、植栽なども計画している。

当事務所では、これら

施に先立ち、大路の検出と遺構の

存在確認を目的とする調査を第93 第24図 第93次調査位置図

次調査として今年度の調査計画に組み入れ、発摺調査を実施したのである。

白書， t _.  

7月3日、第92次調査の補足調査と並行して調査を開始。 7日からは重機を用いてトレンチ

内の表土除去を始め、南側のトレンチから掘り下げを行った。土坑から

出土した。その後、各トレンチで河川跡の検出や、遺構の有無の確認に努めた。 7月20日、

土除去終了o 7月30目、奈良国立文化財研究所光谷拓実主任研究官より、外郭線角材列の中か

ら年輪年代測定試料6点を採取していただし 1た。

FNライントレンチの東半部では全く遺物が出土しなかったが、西半部では包含層があり、

8月3目、土坑も検出された。 18日には第35回顧問会議を開催し、調査・研究の顧問である秋

田大学新野直古学長、国立歴史民俗博物館考古研究部長岡田茂弘教授に対し、第92・93次調査
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の概要を説明するとともに現地で、御指導いただしサこ。 8月22日には第92次調査の現地説明会を

実施した。 8 月 24 日 ~26 日にかけて、外郭南門の埋め戻し作業を行った。

9月2日、 SL 1035河川跡の)11幅を特定すべく、北岸を採るためのトレンチを入れた結果、

約100mのi隔があることがわかったυ 翌 3日には河川底部の砂磯層中から「小勝」と書かれた

出土。また、日Ij地点から第 1号漆紙文書も出土したら 4日、北岸を探る作業中、河

川内から10本の柱を検出、外郭南門と内郭南門を結ぶ線上にあることから、橋脚と推定された。

そこで、外郭南門の北jゴにlUJ川の南岸を探るために、同様に深掘りをして南岸を確認したが、

ここでは橋脚は検出されなかった。 11日、 SB 1048掘立柱建物跡を検出。この後、内郭南門南

側のトレンチの掛り下げを行った。 トレンチ全体に遺物包合層や火山灰層の薄い堆積があるが

大路の側溝は見当たらなかった。 6円、橋脚のうち最も南端にある柱を断ち割り、写真撮影、

実測後に抜き上げを行った。その後、 トレンチの土層断面図作成などを行って、資材の撤収作

業を完了したのは10月20日である。

第2節検出遺構 (第3図)

調査|玄は第92次調査の北に連なる標高33mの休耕田で、ある。外郭i有門と内郭南門を結ぶ大路

の検出が本調査の主たる自的であるが、第92次調査において河川跡が検出され、大路には橋の

存在が予想された。そこで、この河川跡の流路とi幅員の把援と橋の検出も調査目的に加え、 卜

レンチ方式によって南から北へ調査を進めた。

調査の結果、掘立柱建物跡1、橋脚 1、河川跡 1、溝4、

構を検出した。

1 土層概説 明 25図)

8、その他の遺構3の計18遺

EHライントレンチ:外郭南円の北にあり、中央部が第7次調査で調査されていて、

年の年紀ある木簡をIU_::fこしたSK60上坑などがあるO 今回も SK 1033 • 1034土坑が検出された。

東部では地山粘土層の上に黒色の遺物包含層があって士器が出土したり S K60土坑より西では

地山粘土層が次第に下がり、スクモ層や砂層が互層となっていて、縄文土器・石器が出土し、

無遺物層が介在して占代の遺物包含層はその上にある。古代以前から湿地状の窪地となってい

たので、あろう。古代の包含層からは須恵器や瓦が出土した。

ELライントレンチ:このトレンチも第7次調査で中央部が調査されている。東端部にSD

1039があり、その西には自然の浅い落ち込みがある。西方の10~12ライン付近には火山灰や炭

化物が広く分布し、これらに伴う形で土器が比較的多く出土した。これより西はSL1035河川
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跡の範囲内にあり、河川内に土砂が堆積した後に浅い窓みとなっていたと られる。

GJライントレンチ;S L1035河川跡の北にあり、耕作土の下は黒掲色、賠褐色のf読めておii

性の強い粘土が水平に堆醸し、遺物はほとんど出士しなl¥:; トレンチ間半部は宅地で、厚さ40

crnの時土がなされているL'，黒色士111から土器が少量出土しεたが、遺構は検出されなかった。

日Cライントレンチ:トレンチ西部に掘立柱建物跡や溝が検出されたが、中央部から東側に

かけては遺物は出イーするものの、遺構の検出はなかった。表~J:を除き、全体に極めて粘性の強

い粘土が 4水平に推積する。遺物包含層はオリーフ守黒色土で、厚さ10---20crnあり、この中に厚さ

2'"'-' 3 crnの火山灰を挟むO これより下位は灰色やオリーフマ黒色の粘土で、遺物は出土しないの

トレンチ西端部で、漆紙文書が出土したのもこの遺物包含層からであるの西側は旧宅地のため、

さ 30~60cmの盛!-.がなされている。

HKライントレンチ:全体に黒色土や褐色土が水平な堆積を示すが、墓地との関係からか一

部に近年の掘り込みがある。東端部では畑に最大60crn盛土がなされている。古代の遺物包含

さ1O'"'-'40cmで、全体に存在するが、西部では遺物はほとんど出土しなし iO 火山灰はご

く一部に厚さ 5cmほどに堆積が見られる。最下層は縄文土器を含む黒色一!てで、殊にト vγチ

東部から縄文:土器が出土する。 SK1052もこの時代の遺構であろう。

FNライントレンチ:このトレンチは大路の他の遺構確認を自的として西へ長く設定し、西

方で、は耕作二|コのすぐ下から土坑やその他の遺構を検出し、遺物も出土したが、東半部では遺構

はなく、遺物もほとんど、出一七しなかった。後にSL1035河川跡の北岸を探るために深掘りを行っ

たところ、 トレンチ中央部で、北岸を検出し、それ以東は河;1'跡のI十iに入っていることがわかっ

た。 河川跡は深さが水田両から2.5~2.9m あり、 JI'底の砂J深層は最も厚い所で約 1mで、ある。

砂磯層は一様ではなく、砂混じり粘土層が最下層のJ佳積層となっている部分もある。その上に

e 粘土層があり、粘上層の中に厚さ 2.~ 3 C111の火山灰層が7]'(平に堆積している円

20ライントレンチ:S L1035の北岸を採るため、南北方向に設定したトレンチであるつ水!羽

面から川底ま7三、2.6111の深さがある。 ;1'底はほぼ、|λj旦であるが、その上に堆積する砂礁周@砂

)説。粘土)習は起伏が大きく、砂i深層の厚さは10------80cmにわたる変異がある円火山灰層は主に

トレンチの南部において水流によって砂と細かい層JAをなすり最終段階の河川跡は rlJ語7111あり、

その上にも青灰色粘土が10~.60c111の序さにかぶさっている。

2 遺構と遺物

( 1 ) 揺立柱建物跡 (第261豆1.凶版16也 17)

① S B 1048 

2問、南北2間以上の掘)I柱式建物で、建物の北側はトレンチ外へ延びている。柱掘形
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EHライントレンチ西端部土層模式図
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。 1 m 

N
 

褐色土
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20ライントレンチ土層模式図

? 11m FNライントレンチ土層模式図しιJm

第25図土層模式図
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は長軸80~100cm、知:軸60cmほどの楕円形を呈し、深さ80cm、検出した掘形の全てに直径20

~25cmの丸柱が残る。東側の南から 2 番臼の柱は下部に目渡孔があり、柱の下に厚さ 3cmほ

どの礎板を置く。東西方向の総長は5.30m(東から2.55十2.75)で、南北方向の柱間は2.60m

である。建物方位は南側柱列で見ると、調査南北基準線に対しN84
0

Eである。建て替えはな

い。建物の南東隅柱は、内郭南門と外郭南門とを結ぶ中軸線より約7.6m西に位置する。建物

の東西両側に火山灰が厚さ 2cmほど堆積しているが、建物との新!日関係は必ずしも定かでな

い。しかし、火山灰降下よりも古いSK1050の明士と本建物の柱掘形の埋土はほとんど同ーで

あるので、本遺構も SK1050向様に火山灰降下より古い時期の構築かと推定される。建物の西

に楕円形の技TI形を有する柱が 2本あるが、この建物との関係は不明である。柱掘形から遺物は

出土しなかった。

( 2 )措紳

① S X 1049 (第27区1，巻首図版10，図版18~20)

東西方向に設定したFNライントレンチで、 SL 1035河川跡の北岸を探るために重機で深掘

りをしたところ、河川敷内に立つ10本の柱を検出した。直径50cmほどの太さの柱が4本あり、

東西3.3m、南北7mの間隔に並び、イ自に、直径25-"，_'30cmほど、の丸柱や角柱が6本ある。細め

の丸柱と角柱は杭ではなく、その下端も砂利層の上で、止まっている。南端にある直径50cmの

柱は、残存長2.5mのスギの杭で、 J11底の粘土層に約 1mt]ち込んでおり、わずかに東に傾い

ている。河川の士層は下から川氏の砂磯属、砂層、粘土層で杭の上方に大rJr灰を含む粘土層が

ある。杭の掘形はなく、これらの土層は杭を打ち込んだ後に河川の流れによって堆積したもの

である。砂礁層からは他のトレンチと何様の時期の土器が出土する。これらの柱の位置は、外

郭南門と内郭南門を結ぶ線上にあることから、大路は直線で、それに伴う橋脚と考えら才しる円

橋桁@梁。橋板などの部材は出土していない。精査は平成5年度に行う予定である。

(3) 5iiJJII跡

① S L 1035 (第3. 25 . 28~341zl， 図版15 . 29~31) 

第92次調査で、その南岸の一部を検出した河川跡の 111高員を採ることを目的に、重機を用いて

深掘りを行った。方法はユンボによってJ11底の粘土居まで下げ、砂i深層の分布を追跡し、砂i深

が消える所を川岸とした。砂磯層中には遺物が多く含まれるので可能な限り採集に努め、必要

に応じて土層断面図を作成した。その結果、南北方向に設定した20ライントレンチでその北端

に、東西方向のFNライントレンチでその西端に、さらにGAライントレンチとGIライント

レンチの中間で河川の北岸を検出し、河川敷のI苓北111高は;最大100mあることが判明した。
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20ライントレンチでは、川氏まで現水田面から2.60mあり、 111底の砂傑層は厚さ80cmに達

する。その!二に堆積する砂眉のl中に火山灰と砂が交互に細かい層理をなして最大約40cmの厚

さに挟在する箇所がある。火山灰降下時の)11の流れを示すものであろう。トレンチ北端に東西

に流れる最終段階の河川跡があり、 i陪6.9mある。この最終段階の河川跡の t面から)11底まで

は1.8mある。 FNライントレンチでは、)11 底まで現水田|語から2.5~2.9m あり、砂際層は最

も厚い所で 1mの層厚がある。)11氏から1.5m上位の粘土質士ー層iニドに!享さ 2~3cmの火山灰層

が水平に堆積している。この他のトレンチ内で検出した最終段階の河川跡は111話4.5------7 mほど

で最大幅100mの河川敷内を大きく蛇行しながら東から西へ流下する。

外郭線角材チIjが途切れる部分においては、その創建時に存在した南岸部分に重なる形で最終

段階の河川が流れており、このことから、創建時に存在した川!幅も最終段階の)11 ~I高とほぼ同規

模で、同じように緩やかに大きく蛇行する流路となっていたと推定される。

遺物は砂磯層中から出土した(第28~34図)。火山灰層はこの砂礁層の上にある砂層や粘土

に挟在するので、遺物はすべて火山灰降ド前の年代を示す。 1~19は須恵器杯で、 5 は高台

が付く。このうち 1~5 までは底部切り離しが回転へラ切りである。 他は回転糸切り痕りによ

る。 2 • 5 ~ 7 • 16~ 19は墨書土器で、 5は「友jか。 6は「中J、7は体部に「小勝」、底

部にも墨書がある。 16~19は不明である。 19は内部に書かれる。須窓器杯で回転へラ切り痕が

明らかなものは、他に小破片が4点あるにすぎない。須恵器の破片では長頚査の頚部、肩部、

窪胴部がある。 20~23は底部切り離しが回転糸切りによる土師器で、内面に黒色処理を施す。

20 • 21の底部周縁には手持ちへラケズリによる再調整を施す。 24~44は底部切り離しがすべて

回転糸切りによる土師器杯である。体部はやや丸みを帯びるか直線的となる。 39は口縁部が大

きく外反する特徴がある。 41~44は体部に墨書があり、 41は「力口J 42は「口J、43は「厨」、
(註 1) 

44は財天文字の影響による特殊文字「爪」か。 45は力マド用支脚である。破片では内面に黒色

処理を施した高台付杯、審口縁部、丸底でタタキメのある底部がある。 46~50は斎串で、 50の

両側縁には等間踊の刻みがある。 51は串である。他に槍扇 (52• 53)、木錘 (54)、えぶり

(54)、曲物の錨 (55)が出土した。

( 4 )土坑

① S K 1033 (第35'"'-'38図，図版21・33)

E G98 • 99グリッドにあり、長軸1.85m、短軸1.55mの楕円形で、深さ約20cm、底聞は平

坦である。東端の一坑底に須恵器長頚査が置かれ、その西側に直径 3~5cmの杭が南北に 3 本

並んで打ち込まれていた。埋土中から、須恵器杯、斎串・箸・曲物蓋・曲物の樺皮紐・曲物側

1疫の1:fJr片・削屑などの木製品が混然、となって出土した。
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番号 種別 器形 特 徴

l 須恵器 杯 外商 口ケロナデ→問転ヘラ切り 内函 ロクロナデ

“ つ 須恵器 折、 外面 ロクロナデ咽転ヘラ切り、底部iこ泰書f口J内面・ロクロナデ
3 須恵器 杯 外面:ロヴロナデザ回転へフ切り 内面:ロクロナデ

4 須窓器 {ヰ; 外商 ロケロナデシ回転へ7 切り 内部:ロクロナデ

5 須恵器 高台付杯 外面.口夕日ナ子、底部に護者「友J力 内面.日夕日すデ
6 須恵器 杯 外国・ロクロナデ叩転糸切り、底部lこ墨書「中j 内閣・ロク口7デ、転用硯

7 須蕊器 杯 外図・ロクロナデ→回転糸切り、墨書体部「小勝J底部iDJ 内商・ロクロナデ
8 須恵器 杯 外商 ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ

I 9 須恵器 杯 外商・ロクロナデ→回転糸切り 内部:ロクロナデ

つ」。

IJ i不
(cm) 

13.8 

14.4 

12.8 

11.8 

15.4 

11.4 

正畏

(cm) 

5.0 

6.4 

8.4 

7.6 
J1it7rf王4 

5.6 

5.6 

7.6 

6.2 

第28図 S L 1035砂磯層出土遺物(1 ) 

- 49-

第4章第93次調査

3 

6 

9 

百号 f~!:j l氏f~ 1内\!;jf~ タトiほ{
図版

(cm) 指数 指数 !主:

4.1 0.36 30.0 37 

3.6 0.53 25.0 36" 
J5ytO?l，F8 6 29-1 

3.9 0.44 30.5 35' 29-2 

4.2 0.48 35.6 26 29… 3 

4.5 0.49 29.2 26 

3.3 0.54 28.9 29' 
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15 
14 

17 18 
16 

19 

番号 種別 器形 特 徴
口壬 且\::f~ {{'frtti 民径 i一一よ タト官'ti

凶Il友(cm) (cm) (cm) 指数 指数
10 須恵器 杯 外開:ロクロナデー砂回転糸切り 内商.ロクロナデ 12.8 5.2 3.7 0.41 28.9 .'10 
11 須恵器 杯 タトrm:ロクロナデート[iJ]転糸切り 内内面面ユク口十デ 13.6 6.4 4.3 0.47 31.6 30-
12 須恵告告 材、 外面.ロクロナデ》回転糸切り :ロケロナデ 13.8 6.6 4.2 0.48 30.4 33 
13 須窓器 杯 外関 口。ロナデ~>田転へフ切り 内聞:ロクロナ 10.0 5.L1 3.7 0.54 37.0 37

0 

14 須恵器 杯 外部.ロクロナデー》回転糸切り 内面コク lコチデ 13.0 6.4 4.0 0.49 30.8 28 
15 須忠告苦 杯 外聞・ロクロナデ→回転糸切り 内閣・ロクロナデ 13.8 6.0 4.5 0.43 33.0 34 
16 須窓器 杯 タト面 底部に墨書「口J 29~ 4 
須恵苦告 j不 外回:底部に墨書「口」 29~ 5 

18 須7主器 杯 外面底部に墨書:I口j 29-6 
19 須恵器 杯 内問・底部に墨書「口」 29~ 7 
20 土師号号 杯 外苅・ロクロナデ→回転糸切り歩手持ちへフケズリ 内面・黒色処理 13.4 5.6 4.2 0.42 31.3 
21 土師器 杯 外部 φ ログロすデ明離し不明→手持ちヘラケズザ 内面 e黒色処理 5.0 

第29図 S L 1035砂磯層出土遺物(2 ) 
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、d
24 

26 

28 三三.~

番号 種別 告苦形 特 徴
口fヨミ l氏径 !lf!.王lFad i自己1*-

指数手
タト鮮{
図版(cm) (cm) (cm) 指数 1支

22 一同i!i器 杯 外向:ロケロナデ→向転糸切り 内面:黒色処理 12.0 1.8 5.1 0.10 15.0 27 
23 土「何器 杯 外商・ロクロナデシ回転糸切り 内面.黒色処理 5.4 
つA 土自市器 杯 外四 ロクロナテ >IE!I転糸切り 内i預:ロクロナデ 12.3 4.8 '1.6 0.39 37.4 32 29-8 
2.5 こと姉紫 杯 外面・ログ lコナデャ回転糸切り 内閣:ロクロナデ 14.1 .5.6 1.6 0.40 32.6 3.5 30-1 
26 土問l器 杯 外国 !コクロナデー汁到転糸切り 内面:ロケロづデ 14.8 .5.8 .5.6 0.39 37.8 31

0 

30-2 
27 土i祁器 十下 外面.口クロナデ P回紘糸切り 1)']爾.ロク iコナデ 12.8 6.0 .5.3 0.47 41.4 2，1" 

28 土問器 杯 外商:ロク口ナデ決回転糸切り 内函・ 1コクロナデ 12.6 4.6 .5.0 0.37 39.7 28
0 

29 土師器 杯 外商・ロクロナデート回転糸切り 内部:ロクロサデ 1.5.2 6.2 4.8 0.41 31.6 31 
30 土例器 |ー堅一 外商.ロクロナデ→回転糸切り 内商:ロクロヲデ 14.0 6.0 4.9 0.43 3.5.0 30

0 

第30図 S L 1035砂磯層出土遺物(3 ) 
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番号 穣別 器形

31 二lニ師器 杯

32 土師器 杯

33 土師器 杯

34 土師器 杯

35 二上自市器 杯

36 土師器 杯

37 土師器 杯

38 士師器 杯

39 土師器 杯

特 徴

外面 ロクロナデ→回転糸切り 内極:ロク口ナデ

外部:ロクロナデト問転糸切り 内面:ロクロナデ

外商・ロク iコブデ炉回転糸切り 内面:ロクロナデ

外商.ロクロナデ→回転糸切り 内面.ロクロナデ

外面:ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ

外部.ロクロナデ→回転糸切り 内部:ロクロナデ

外国:ロクロ7デト回転糸切り 内面ーロクロゴデ

外商 口クロナデ→回転糸切り 内耐・ログロナデ

外面:ロクロナデ→回転糸切り 内商 ロクロブデ

35 

守つ
にJ'-'

仁11主 五"，i歪
(cm) (cm) 

13.0 5.3 

14.2 5.2 

12.6 5.2 

12.8 4.9 

13.0 4.0 

12.0 4.0 

11.6 4.8 

15.0 5.0 

13.0 5.0 

第31図 S L 1035砂機層出土遺物件)
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36 

巾3'&11ミ>) ι1ミf毛 Iロ2百三 タト1頃
図版(cm) 指数 指数 I比FF 

4.5 0.41 34.6 39
0 

4.9 0.37 3，1.5 35
0 

30-3 

5.2 0.41 28 30-4 

4.6 0.38 35.9 29
0 

，1.3 0.31 33.1 39" 

4.1 0.33 34.2 36
0 

30-5 I 

4.8 0.41 41.4 31
0 

5.2 0.33 34.7 37
0 

4.7 0.39 36.2 32
0 
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乙〆
41 

42 
43 

週~
44 

45 

。 10cm 

番号 種別j 器形 特 徴
口fヨE !氏径 ~法z三T 王r.土-Ii 底径 高径 外{頃

図版
(cm) (cm) (cm) 指数 指数 度

40 土師器 杯 外商:ロクロナデ→回転糸切り 内閣.ロクロナデ 13.0 4.6 4.4 0.35 33.8 39' 30-6 

11 士郎器 杯 タト函:翠警「ヵ口j 30-7 

42 土師添 杯 外llii口クロナデ咽転糸切り、休部に墨書「口j 内筒 ロタロナデ 5.2 

43 土例器 杯 外商:体部に墨書「厨」 30-8 

44 ニiニ師器 杯 外蘭 ロクロナデ→回転糸切り、体部に墨書rmJ力 内面 ロクロナデ 5.5 31-1 

45 1ブ13j7支 11ド耳l 粘土細巻き上げにより成形 11.8 11.7 15.3 31-2 

第32図 Sし1035砂磯層出土遺物(5 ) 
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番号 種別 特 徴
今EQ:t: JIJfj~ Fl~ 

区i版(cm) (cm) Ccm) 

46 斎 E担 15“3 1.5 0.5 31-3 

47 斎串 15.3 0.7 0.5 31-<1 

48 予苦 Eド 1.5 0.3 31--5 

49 斎照 20.4 OA 31-6 
50 斎串 南側凹に刻みあり 31-7 

51 串 27.0 0.8 0.8 

52 桧扇

53 桧扇 2孔あり

54 木錐 15.8 5.3 31-11 

55 えぶり 31-12 

第33図 Sし1035砂磯層出土遺物(6 ) 
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。 lOcm 

第34図 Sし1035砂磯層出土遺物(7 ) 

第36図1は須恵器杯で、底面に「厨」の墨書があるほか体部にも見られる。 2は高台付阻で、

内面を硯に転用している。 3は土坑東端にあった長頚壷で、口頚部を欠くが、接合は二段成形

であろう。底面に「秋Jの墨書がある。 4は土師器杯、 5は土師器饗である。他に破片資料と

して須恵器では蓋@護、ご1-:師器で、は内面黒色処理を施した血@内外両国にタタキメのある饗が

出土した。木製品では筈(第37関6 • 7)、斎串(8 )、串(9 ----，12)があり、 13は先端が切っ

先状に尖っていて万形であろうか。 14の本錘は縦に割れた材を利用している。由物蓋(員~381現

15)、曲物底板 (16)、挽物皿 (17) も出土した。これらの他、曲物の樺皮紐(図版33-5)、

削屑(図版33… 6)、出物側板の断片(図版33-7)、両端を切断した板(図版33-8)など

が出二i二LtこO

② S K 1034 

S K1033の北西に隣接する土坑で、最大径2.1mの円形を呈し、深さは35cmである。底面は

平担で、埋土中から須恵器杯や木製品が出土した。土器では須恵器杯(第39図1)、土師器杯

( 2 )のほか、破片として須恵器杯・蓋・義、土師器では内閣黒色処理の施された杯・内外岡

田にタタキメのある護底部、自由に格子1]11き自のある平瓦が出土した。須恵器杯の破片はSK

- 55-
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苦言号 種別 特 徴
J去さ ，/1話 l立さ

図版
(cm) (cm) (c汀1)

6 主言主語 17.9 0.6 0.5 
7 箸 19.8 0.5 0.5 
8 斎中 14.3 1.8 0.4 32-3 
9 E持 25.0 0.5 0.5 
10 串 19.3 1.0 0.5 
11 串 1.5 0.8 
12 串 27.8 1.6 0.9 
13 刀形? 31.4 1.7 1.1 
14 オ，，: Mt 縦に割れた材を使用 14.7 5.0 2.3 阻止_l_j

第37悶 S K 1033出土遺物(2 ) 
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。 10cm 

第38図 5 K 1033出土遺物(3 ) 

1033出土の「厨」銘墨書のある土器に接合した。木製品としては斎串 (3・4)、箸 (5~ 7) 

の他、箸(図版34-3・4)、削屑(図版34-5)、曲物側板の断片が出土した。曲物の蓋板

がSK1033出土の山物蓋に接合した。両二i二坑は同時に作られたもので、遺物内容や出土状態も

近似することから、同一の性格の遺構と考えられる。

① S K 1038 (図版40・41悶)

S L 1035河川跡の北岸にある円形を る遺構である。 .08m、深さ26cm、底面は平

jfLである。

遺物は土師器杯(第41図)のほか、破片資料として底部切り離しが回転糸切りの杯、同じく

回転糸切り痕のある翠底部が出土したり

① S K 1042 (第40・42国，図版22・34)

S L1035河川跡の北岸にある楠円形を呈する遺構である。長軸1.95m、短軸1.63m、深さ16

cmで、ある。

遺物は須恵器高台付杯(第42閣1)、ニ|二部器杯 (2~ 8)がある。 8には体部に墨書がある。

破片資料として須恵器では高台の付く壷・高台付杯・回転ヘラ切り痕のある杯、土師器で、は回

- 59-
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。 lOcm 

第39図 S K 1034出土遺物

転糸切り痕のある杯・護口縁部・両面にタタキメのある翠胴部が出土した。

① S K 1043 (第40・431玄1，図版34)

S KI042の西に位置し、精円形を呈する遺構である。長軸1.84m、短期U.42m、深さ20cm、

底面は平坦である。

遺物は土師器杯(第43図1~ 3)のほか、護口縁部が出土した。

⑤ S K 1044 (第40図)

S LI035河川跡の北岸、 SXI040の東に位置する、略円形の遺構である。直径1.58m、深さ

15cm、底面は南側が幾分浅くなっている。

遺物は破片であるが須恵器では杯の口縁部、土師器では底部に回転糸切り痕のある杯.lIIl . 
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日綾部が出十した。

⑦ S K 1050 (第26図)

S B 1048掘立柱建物跡の範囲内に

あり、楕円形を呈する遺構である。

建物と同一面からの掘り込みで、口

径1.45m、底径85cm、深さ86cmで、

ある。底面は平坦で、下部に腐食し

た木片がある。埋土は掘立柱建物跡

の柱掘形のそれと向 Aであるが、上

部に火山灰層がレンズ~l犬に斜めに入っ

ている。火山灰降下よりは古い時期

の遺構であろう。

③ S K 1052 (第40[玄1)

o 5 cm 

第41間 S K 1038出土遺物

調査区北端に位置する楕円形の遺構である。長制11.60m、短軸1.48m、深さ26cm、底面は

ほぼ平坦である。 遺構内から遺物は出土しなかったが、縄文土器を含む黒褐色土層からの掘り

込みで、遺構周辺からは縄文中期初頭の大木7a式土器が出土しており、本土坑はこの時期の

遺構と考えられる。

( 5 )溝

① S D 1036ぺ051 (第44図)

北東~南西方向に走る 2条の溝で、長さ約31mを検出した。重複があり、 SD1036を1051が

切っている。上面rlJ高1. 1m、深さ 28~35cmで、底部はメしみを帯びる。北部では一体となってい

るが、南半部では 2本になり、同じように西方にカーブしている。 溝の西側の一部に間四より

も硬い面の拡がりがあった。溝の確認面は現水田面より約15cmほどと極めて浅く、 SL1035 

の最終段階の河川跡や、その付近の遺物包含謄を掘り込む。明治年間の耕地整理前の様子を描

いた『耕地整理地区現形図~ vこ見られる水路と、その西側にある道路に位置。方向がほぼ一致

することから 明治時代の耕地整理前の用排水路と判断される。

② S D 1039 (第45図)

E L99グリッドにある南北方向の溝で、長さ2.9mを検出した。 JIJ高70cmあり、地山の粘土層

を約 5cm掘り込んでいる。北へ延びている。

① S D 1041 (第26図)

S B 1048掘立柱建物跡の西にある南北方向の溝である。長さ3.6mを検出した。黒色粘土質
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つ

6 

守主ェク 10cm 

番号 種別 訴Ifj 特 徴
Ilj全 江主f壬 詰詩 lti巳f五 r~~J fヨ1 タト佼I i河版
¥cm) (cm) ¥cm) 指数 J行忍【 1ft 

l 須恵器 高台付杯 外商.ロケロナデ 内面・ロクロナヂ 12.4 7.1 rsfoT白.8石35Yzf6rf主4 

つ 川市器 杯 外面・仁Iケ口ナデーが回転糸切り 内閣 ロゲ lコナデ 12.，1 5.2 3.6 0.42 29.0 39
0 

3 土師器 杯 外面:ロクロナデーテ回転糸切り r)~ 面:ロケロナデ 13.0 5.6 4.9 0.43 37.7 34 34-7 

4 土師器 本不 外部・ロクロナデ→回転糸切り i今回・ロクロナデ 13.0 4.7 5.3 0.36 40.8 31
0 

5 I土師器 本不 外四・ロクロナデャ回転糸切り 内面.ロクロナデ 12.5 4.4 5.0 0.35 40.0 31" 

6 土防総 杯 外商 口ク口ナデ→回転ヘフ切り 内面:口クロナデ 13.0 7.2 3.5 0.55 26.9 30
0 

7 土郎器 杯 外国・ロクロナデ→回転へラ切り 内面:ロクロナデ 14.0 7.8 3.2 0.56 22.9 38" 

8 土作TI器 杯 外i創.休部に墨書「口|

第42図 S K 1042出土遺物
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特徴

外国:ロクロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ

ログロナデ→回転糸切り 内面:ロクロナデ

ロクロナデ→田転糸切り 内面ーロクロナデ

第43図 S K 1043出土遺物

3 

υ 10('111 

の遺物包含層からの掘り込みで、上面l幅1.8m、深さ45cm、断面は逆三角形である。埋土の上

に火山灰層が約2cmの厚さに堆積しており、火山灰降下前の遺構であることが明らかである。

( 6 ) その他の遺構

① S X 1040 (第46図，図版23)

S L 1035河川跡の北岸、 SK1044の西に位置する、南北2.60m、東西 1mほどの範囲の焼土 e

炭化物の拡がりである。北端部の径70cmほどの範間が強い加熱を受けて焼けており、石が赤

変している。焼土の中に骨粉が混じり、焼面の上に土器片が乗る。炭化物の拡がりは南に細長

く延びている。

① S X 1045 (第46.47図，図版23)

ENllグリッドにある、焼土と炭化物の拡がりである。焼士は主に東半部に見られ、厚さ 6

cmほどで、この部分で加熱がなされている。その商に長軸80cm、短制160cm、深さ20cmのピッ

トがあり、中に黒褐色土と炭化物が互層をなしている。周囲には炭化物が極めて薄く広範囲に

分布している。また、遺構と同一レベルに火山灰も分布する。本遺構はSL 1035河)11跡の上方

まで砂や粘土が堆積した後の遺構である。

遺物は土師器杯(第47図1・2) ・護(3 )、破片資料として回転糸切り痕のある杯、撃の

底部が出土した。
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4 " 炭化物多い 9
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第44図 SD 1036・1051
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第45図 SD 1039 

① S X 1046 (第46否認図， 図版34)

S L1035河川跡の北岸にあり、 SKI043のすぐ西側に隣接する焼土と炭化物の拡がりである。

その拡がりの北端部に径40cmほどの石があり、この周囲50cmほどの範聞が強く加熱を受けて

いる。焼土や炭化物を含む土庸は厚さ約lOcmほどで、この南西側に全体として 3m X 1.5mほ

どの範囲に分布している。

遺物は土師器杯(第48図 1，2)のほか、破片資料として須恵器護の肩部@牽高台部、土師

器杯@ケズリ調整のある翠胴部が出土した。 3は管状士録で、ある。

第3節遺構外出土遺物 (第49~63区1，図版35~42)

1 EHライントレンチ出土遺物 (第49図)

1~3 ・ 7 • 8はトレンチ西端部の湿地状落ち込みの上の、古代遺物包含謄としてはほぼ最

下層から出土した。 l~. 3は底部切り離しが回舷糸切りの須恵器杯で、 2は「矢」、 3には

「官」または「臣」の墨書がある。 7 は須恵器長頚査である。 8 は棒状の木製品であるの 4~

6はトレンチ東端部の最下情から出土した、蓋@長頚査の頚部であるの

2 ELライン・ 11ライントレンチ出土遺物 (第50図)

1""':_'6は土師器杯、 7は土師器高台付杯で、ある。両トレンチの交点付近で、は火山氏に{4とう形

で土器が出土した。

3 HCライン卜レンチ出土遺物 (第51~55図)

l~llはトレンチ東部で出土した遺物で、 1 は須恵器杯、 2~8 は土師器杯、 9 は土師器血
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メ

3 
。 lOcm 

特徴

外商:ロクロナデー今回転糸切り 内面・ロクロナデ

外面:ロクロナデ→回転糸切り

第47密 S X 1045出土遺物

。
lOcm 

⑤ 3 

第48図 S X 1046出土遺物
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2 3 

4 

5f 

叩 8

。 0 1Ocm 

番号 種別 器形 出土地・層位 特 徴
口f主E l氏径 器宇p=-五 J底径 i高f壬 外傾

図版
(cm) (cm) (cm) 指数 指数 度

1 須蕊器 杯 EH10・4層 外面:ロクロナデ→屈転糸切り 内面 ロクロナデ 13.8 5.2 3.5 0.38 32。

2 須恵器 杯 EH10・4層 外面:底部に墨書「矢j 内面:~以用硯 35-1 

3 須恵器 杯 EG09・4層 外面:底部に暴書「官|または「痘」 35… 1 

4 須恵器 蓋 EG99・4層 外面:ロクロナデ 内面:ロクロナデ 15.8 

5 須恵器 長頚釜 EG99・4)脅 外面:ロクロナデ 内面.ロクロナデ 10.7 

6 須恵器 長頚重量 EH99・4層 外面:ロクロナデ 内面.ロクロナデ 11.4 

7 須恵器 長頚壷 EH11・5層 外面・ロクロナデ、属部から下に秘が流れる 内頭 ロクロナデ

第49図遺構外出土遺物(1 ) 
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1 

2 

。 10じrn

f寺号 1'ffi別 部Ifj tH土地・!譲位 徴
LI nそ iJX，i王 n丙11子，:心:=:J i民代 I目，f二巨 ク1Stト似( 図版
(cm) (cm) (cm) 指数 J行怒E

1 土師器 杯 EOll・31欝 外lfii ロクロナデ p回転糸切り f!j閉 口hロイデ 12.2 6.0 4.5 0.49 36.9 29
0 

35-.1 

ιつd 土師器 杯 14431-l Pl νt11710÷-t"戸・-f4f位，・ 外商，ロクロナデト回転糸切り 門医・ロウロ十デ 13.1 5.6 4.4 0.42 32.8 36 35-5 

3 土師号号 j:{ EMlO・，1庖 外国1ロク口十デ v回転来切り rlj沼'ロケロ十ヂ 13.5 5.2 :1.，1 0.39 40.0 30
0 

j二郎 ~å: 杯 EM10・3層 外而 ロクロナデート回転余切り 内面 ロクロナデ 14.4 ，1.6 5.1 0.32 35.5 37
0 

5 土師器 1不 EM12・41努 外語j:ロクロすデ叶!針転糸切り 内問・口7ロナデ 14.4 6.2 5.8 0.L13 110.2 30
0 

6 土師器 杯 EM12・31脅 外雨 ロク口ナデ→向転糸切1) 内i詰 ロケロfデ 12.2 5.0 4.5 0.41 36.9 35' 

7 土師器 高台H血 ENll・3麿 外部:ロケ lゴ寸デ 内面・ 1コクロ 15.0 3:1-6 

第5u函遺構外出土遺物(2 ) 
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第4章第93次調査

_ ì.~'示会問、、
:;~同~~れペミ

~;i.î~:ミ烈常密;，\
むか、記将械を
手.~0:\よ 、t史子.~~ぜ
，'"，よゐ、;:，.，.¥."u¥¥.

一一、可書~~~詩作、

上町主

番号 種別 器形 U:\~士:地・廃位 特 徴
I.Ji.:1:: )JX司云 %}三["1 i民f五 1一;.:lf…I:: タHば(

図版
Ccm) (cm) (cm) j行怒E 指数 r!.t 

l 須忠、器 杯 HB86・4層 外面白日夕ロナデ咽転来切り 内商 ログロナデ 13.8 5.8 4.3 0.'12 31.2 33 

2 土銅器 杯 HC87・3層 外面白ロケ口ナデサ自転糸切り 内面 ロクロナデ 12.，1 5.4 4.8 0.44 38.3 23
0 

3 ごi二 l~市器 柄、 HB85・4腐 外聞.口ク口7デ砂回転糸切り 内面 白クロナデ 13.4 6.2 5.3 0.46 39.2 30
0 

土師器 j不 HC83・4層 外IIiI:，ユクロ7デ一回転糸切り 内関 口クロナデ 11.4 4.8 ，1.2 0.42 36.8 2，1ω 

5 士銅器 本不 i寸C87・1層 外1m・ログロナデ→問転糸切り I好関 口クロナデ 15.，1 5.6 6.3 0.36 40.9 25
0 

36-1 

6 土的器 1不 HB87・，11認 外市，ロケロナデ→回転糸切り 内Illi ロケロ-j-f 12.4 5.3 4.6 0.43 37.1 tつJ巴つJの 36-2 

7 土締結 杯 HC87・3陪 外商ιロケロ7ヂ，@j転来切r") ド?箇 口ウロ4ーヂ 13.8 5.7 4.6 0.41 33.3 34 

B 土自市古昔 杯 HC83・4陪 外出白ロクロ7干→回転糸切り 内面 白ケロナデ 13.4 5.1 5.6 0.38 41.8 28 

9 土自市器 皿 日C86・4層 外商:ログロ7デ恒転永切り 内閲 ロクロナデ 14.0 5.0 2.5 0.36 17.9 52 36-3 

第51図遺構外出土遺物(3 ) 
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第52図遺構外出土遺物件)
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。 10cm 

第53図遺構外出土遺物(5 ) 

で底部切り離しは全て回転糸切りである。 10 ・ 11は砥石である。 12~16は 1~11までの遺物よ

りは西方で火山灰に伴うか、その直ーとから出土した遺物で、ある。 12~15は土師器杯、 16は土師

器高台付杯で、いずれも底部切り離しが回転糸切りによる。第54・55図はトレンチ西端部火山

灰よりも下位からの出土で、ある。 17~19は須恵器杯で墨書がある。 17は則天文字の影響による

「刀工」が重なる。 18は底部に「主Jの他、体部にも墨痕がある。 19は「立」である。

20・21は底部切り離しが回転へラ切りによる土師器杯、 22は内面黒色処理された土師器高台付

血である。 23には墨書がある。 24・25は底部切り離しが回転糸切りによる土師器杯で、 24の体

る。平瓦 (26)、箸 (27)、紡輪 (28)、砥石 (29) も出土した。

漆紙文書(第56図)はトレンチ西端部の踏灰色粘土層から出土した。 10.0x6.3cmの断片で、

ある。この層はトレンチ全体にあり、出土地点付近ではその下層は古代の遺物を全く合まない

-73 -
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19 

18 

r
J
 /
 fノ

J 
23 

常主手 種別 器ナ[手 出土地・層{立 特 徴
i寸f乏 lピU:t: (h): f~-'-:j Ilti'主 外傾

図版(cm) (cm) (cm) J段数 指数 !~ 
17 須恵苦言 杯

」II 火包TI iι幻CB Z灰0O8主Bよ・・ぷり44」h1寸凶n にマ 害再語諜F与問… 12.6 5.8 3.9 0.46 31.0 32" 37-1 
18 須恵号号 杯 切口クり、ロ刻サ字ヲ耳ゴ、民主部に 12.8 6.0 3.9 0..17 30.5 33" 37-2 
19 須恵器 1司: H よC的08i¥・4地m山:k由!W，上え り、 Y払詰午、 liI:日1¥1ニ 12.8 6.2 3.7 0.49 29.0 33

0 

37-3 
20 土師器 杯 H C09・4/'詞 外商 ロクロナデ→閲転ヘラ切り 内閣 ;0夕日すデ 12.2 6.0 4.0 0.49 32.8 32 
21 土師器 杯

出糾器話托針記語長通

外国 打ク口ナデ→回転ペラ切り |可語I:iJクロナデ l、つJ.つ'"' 5.8 4A 0.4.1 33.:1 34
U 

J 
門 5

つ““つ ごi二師器 高台千J11ll 外面:ロヂロナデ 内面'黒色処理 14.4 3.2 22.2 37-，1 
23 土師器 杯 外面 口ク uナデ、墨書 ilユJ I司直iロクロナデ 37~. 6 

24 土師器 杯 外国 日夕口ナデー回転糸切り、墨書 iDJ 内部。口クロナデ 16.0 6.4 5.7 0.40 35.6 35
0 

37-7 
25 土師器 杯 外国・口クロナデ→回転来切り 内面 ログロすデ 13.5 5.1 4.5 0.38 33.3 35" 38-1 

第54図遺構外出土遺物(6 ) 
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第55図遺構外出土遺物(7 ) 
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第56図遺構外出土遺物(8 )漆紙文書

黒色土であるので、古代遺物包含膚としては最下層からの出土である。ただし、このトレンチ

西端部には火山灰層は見られず、火山灰との新!日関係は不明である。伴1::1::¥遺物は第54図20の土

師器杯が最も近い。平川南氏に釈読を依頼中である。

4 HKライントレンチ出土遺物 (第57・58図)

HCライントレンチと同様に、 トレンチ西端部から古手の土器が出土している。 1~3 がそ

れで、 1・2は須恵器杯、 3は高台付杯である。底部切り離しはいずれも向転へラ切りによっ
ている。他はトレンチ東部からの出土で、 7は須窓器査、 4~10は土師器杯、 11 ・ 12は土師器

血.である。 13は全体が丁寧に加工されたへラ状の木製品で、ある。

5 その他の遺構外出土遺物 (第59~63図)

須恵器杯 (1 • 2)、土師器杯 (3~ 6)は、し 1ずれも底部切り離しが回転糸切りによる tコ

7 は非ロクロの土師器小型饗である。 8~1Oは土師器杯で墨書があり、 8 は「上」、 9 は「就」

であるが、 10は不明で、ある。瓦には凸面に渦巻叩き目のある平瓦 (11) と丸瓦(12)が出土し

た。木製品のうち、 13の串は先端が焼けている。 14は断面がU字形を呈し、両端が欠損してい

る。 15 も串であるが 1 孔があく。 16~19は曲物の底板であろう。 20は下駄である。 21~24は砥

石である。
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番号 もill 5]IJ 器形

1 須恵器 杯

2 須恵器 本不

3 須恵器 高台H杯

4 須恵器 長頚査

5 土師器 杯

6 土師器 1不

7 土例器 杯

8 土師器 杯

9 土師器 杯

10 土師器 杯

出土地・層{立

日J 09・31脅

H J 09・31脅

HJ 09・3J警

HJ 85・3麿

日K91・31ifji

HJ 9'1・3層

日J 86・3層

日J93・3層

I-I J 87・3層

HJ 87・3層

9 

特 徴

ワ
ι4 

外jlfi ロクロ7デ→回転λ ラ切り 内閣 ロクロナデ、転用硯?

外而.ロクロ7デ→凶転八ラ切り 内面 ロク自ナデ

外而 ロクロ→@l転ヘラ切り ドjjlfi ロクロナデ

外商内面'ロクロナデ全体に墨付着

外面 口ケロナデ→IDJ転糸切り 内面白ロクロナデ

外関 口ク口ナデ-，回転糸切り 内jlfi:口クロすデ

外麗・ロクロすデ→回転糸切り 内閣・ロクロナデ

外記 ロクロナデー咽転糸切り 内閣 ロク口ナデ

外商・ロク口すデ→回転糸切り 内閣・ロクロナデ

外商 口クロナデ→沼転糸切り 内面.ロクロナデ

1"1j受
(cm) 

12.6 

11.2 

H.8 

13.2 

13.3 

13.1 

15.8 

17.6 

第57図遺構外出土遺物(9 ) 
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3 

。 10cm 

II引受 t与一a:o円ラ』 1己f.j2主 高1壬 外傾
図版

(cm) Ccm) jlfr第【 指数 度

7.4 3.8 0.59 30.2 23" 

6.0 

5.4 5.5 0.36 37.2 36 

5.0 5.0 0.38 37.9 30" 

5.6 5.0 0.42 37.6 33" 38-6 

4.8 4.8 0.37 36.6 34 

5.6 5.2 0.35 32.9 36 

7.4 5.6 0.42 31.8 37 
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13 

第58s1 遺構外出土遺物 (10)

6 縄文時代の遺物 (第621翠25~63図32)

した土器は全て内郭丘陵に近し、HJライントレンチからの出土で、ある。 25e 26は 1:!~1期初

頭の大木 7a式、 27は木目状撚糸文があり「ワ筒下層式で、あろう。 28は中期末葉の大木 9式、 29

は後期の卜腰内II式である。百槍 (30)はEHライントレンチ西端部の温地状落ち込み付近の

ら出土した。 31は側縁を組iかく扶り込み、刃部をもっo 32は両国に凹みがあり、

一面を平担に研磨する。火山灰より上位からの出土であるが、縄文時代の遺物であろう。

第4節小結

第93次調査は、外郭南門と内郭南門を結ぶ大路の検出と、その他の遺構の分布確認を目的と

して実施した。また、第92次調査において河川跡の存在が明らかとなったので、外郭内におけ

るその流路、 などを把揮し、橋脚を検出することも、その目的の一つに加えたコ

外郭内には束から西へ流れる河川が存在し、その最大'1'長は南北約100mあることがわかったo

J 11底の堆積眉の年代は出土土器から 9世紀末ないし10世紀前半代に納まる範囲と考えられる。

しかし、 800年、 801年を伐採年代とする外郭線角材列が、河川の流れを間において関口部を有

していることは、外郭線創建時にも河川が存在して、角材列が河川!と接する部分にはあえて角

材列lを造らなかったことになる。

第92次調査の小結でも触れたが河川の変遷をたどると、河川は外郭線の創建時の 9世紀初頭

には存在し、その後も流下していたが、 9 世紀末~10位紀前半にかけて大きな氾監があったり、

川下の河道が変わるなどして、多くの砂i深層を堆積させる状況に変化し、河川敷は最大100m

にも達したが、急、激にi1i積が進み、火山灰が降下した時点ではこの河川敷の大部分は砂や粘土
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4 

7 

J C二二ク
8 

ヒーユJ 。 lOcm 

fû7:コ 種別 ~~形 l:l:l上地・層{立 特 徴
JJf長 !氏fモ '3立I'r!に"どI 11五f宅 I2IahτゾrワE 外信l

図版
(cm) (cm) (cm) 指数 m怒E lo:t 

1 須恵器 f不 E LOO・4謄 外聞 ロウロナデ'回転糸切り f1関 口ヴ日十ヂ 14.0 6.6 7.0 0.47 50.0 23 39-1 

ω つ ~tl窓器 杯 EJll・1}寝 外国 円クロナテ・lril~糸切り I'j[現 ロケロすデ 13.1 5.1 1.7 (HO 35.1 32 

3 土問器 1不 E 012・3潜 外i前'ロクロナデ→向転糸切り 内Fni・ロク口ナデ 12.6 5.8 5.0 0.46 39.7 2;:) 

土銅器 杯 GA07・3層 外i面;IユクiJナデ→回転糸切り 内耳[:ク uナデ 12.7 4.4 4.8 0.35 37.8 31' 39-2 

5 I~ 朗i器 杯 fIAZLJ1F、J9古91174I1111習11 外Fni ロケロ十デャ回転糸切十j 内面.ロケロナデ 13.0 4.8 5.6 0.37 43.1 28。 39-3 

6 ごとgm器 1不 F 017-3隠 外国 口クロfデ→回転糸切り 内面 口クロイ干 11.2 4.4 3.9 0.39 34.9 35ω 

7 土師器 小型護 F 015・3層 外面.縦方向のナデ 内面:横方向のナデ 10.8 6.4 9.2 

8 土師器 杯 日J 07・2}脅 外国・ロク口ナデ、墨書「上j 内薗・ロクロナデ 39-4 

9 土師器 杯 HK09・3}脅 外国 口クロナデ、墨書「就j 内面 ロク口7デ 39-5 

10 ゴ二部器 l不 EH02・5}習 外E目。口ク口す子炉i自転来切り、墨書 iDJ 内面・ロクロナデ 39-6 

第59図遺構外出土遺物(11) 
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番号

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

1ll  

!ll 
; I I 

!iI 
111 

I I '¥ 

lili 
l!i 
|lj 

も&14 

10cm 

種別 出土地・!爵位

丸瓦 E L99・4層

Eド E S08'2層
利月持続 G 104・4層

E特 AG03・3層

尚物底寂 FNω・自然落込

du物底板 G 107・3層

幽物底板 EH02・5層

四zl15 

1illTIITI工

特

凹国::fri目痕

先端部が焼けている

孔あり

12 

16 
七とミミミよミミ

と'¥ I 

0 てよ~ l ¥ 

を)/

Z町姐:illllilllm 1/ I [I1P 

徴
長さ rlJb¥ }乎:さ

関)仮(cm) (cm) (cm) 

1.6 40-1 

18.1 0.8 0.7 40-2 

2.9 1.3 40-3 

1.1 0.6 40-4 

0.8 40-5 

0.7 40-6 

0.9 40-7 

第60函 遺構外出土遺物 (12)
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層が厚く堆積していた。その頃に流れのない場所では火を伴う何らかの行為がなされて焼と遺

構を残したり、遺物包含層を形成した。最終段階の流れは角材チIJの関口部では創建時点と同じ

っており、その形成は古代の範囲内と推定される。

平坦な外郭内に東西方向に流れる河川iを取り込むのは、胆沢城に共通する立地のあり方であ

る。 9世紀初頭に創建年代のある城附iの共通性として認識される。河川は水運による物資の運

搬に利用したことも考慮すべきであろう。

外郭南門と内郭南門を結ぶ大路は、その路面や側溝が検出されなかった。しかし、河底の粘

に打ち込まれた橋脚の一部が発見され、その位置が二つの門を結ぶ線上にあることから、

大路を横切る河川に架けられた橋脚と判断された。この橋脚の存在によって外郭南門と内郭南

門を結ぶ大路は存在したと考える。その後、河川!の氾濫、砂際、砂の堆積があって橋脚や道路

は失われたと考えられる。現時点で橋脚の全体規模は不明で、あるが、梁行は3.3mで、あろう。
(註2) 

直径50cmの橋脚は平城京のそれに比べても大きい 1コまた、、河川の流路が変化していれば、今

回検出した橋脚は払田村mの創建年代の橋とは限らず、この点にも考慮、して精査は5年-度に行い

たし'0

河川敷以外の外郭南門や内郭南門に近い位置でも、遺物包含層が有りながら側溝やノミラス

の路面を全く認めることができなかったことは、単に削平によって失われたと考えてよいであ

ろうか。大路は低い位置を流れる河川を横切るのであるから、側溝を設けるよりもむしろ

を行って高くし、その後盛土が流失したことに原因するのではないだろうか。
(設3) 

外郭線は、第88次調査で角材の上に 1mの厚さの砂利層が堆積する事実と今年の第92次調査

の結果から、 9世紀末.----10世紀前半代には機能していなかったと推定できる。その後の内郭南

門から南へ延びる道路については、今回の調査の限りではその形骸を認めることはできなかっ

た。 次に大路の'IJ高員を推定したい。橋脚の存在によって大路は二つの門を結んで直線的に造

られていたと考えることができる。その場合、二つの門を結ぶ中軸線に対して東西対称にある

と仮定する。また、内郭南F'jの南西にSB 1048掘立柱建物跡があるが、この建物を大路が存続

した期間中の造営と仮定すると、門を結ぶ中軸線から建物東側の柱まで約7.6mの距離がある。

この建物の軒の出や側溝l隔を考慮すると、大路の西側は中軸線の西側約6m以内に押さえられ、

これを中軸線に対して対称に折り返し、大路の'1'高員は約12m以内と推定することができる。

註 1 平川南 とその字形一一古代村落における文字の実相一 w国立歴史民俗博物館

研究報告』 第35集 1991 (平成3)年

註2 奈良国立文化財研究所編『平城京東堀川i左京九条三坊の発掘調査II1983 (昭和58)年

註3 秋田県教育委員会・秋田県教育庁払田Hlf}跡調査事務所『払旧制}跡調査事務所年報1991 払田

tlllt跡一第88~91次調査概要II 1992 (平成4)年
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第5章 白然科学的分析

平安時代の土地利用状況@古植牛，の解明を目的として、河JII跡の堆積物の花粉分析を行った。

また、外郭南門の柱のうち、これまで樹種不明とされていた 3本の樹種鑑定と、外郭線角材の

年輪年代測定を行った。一花粉分析と樹種鑑定はパリノ@サーヴェイ株式会社に、年輪年代測定

と樹種鑑定を奈良国立文化財研究所光谷拓実主任研究官に依頼した。

第 1節花粉分析および樹種鑑定

はじめに

払田柵跡は仙北郡仙北町 e千畑町に所在する平安時代の域科11}である。今回の発掘調査では、

四筒所あるflll}の出入り口の一つの外郭南門の門柱や、出土土器より平安時代とみられる河川跡

が検出されている。今回の自然科学分析では、河川埋積物について花粉分析を行い平安時代頃

の土地利用状況・古植生を推定し、同時に門柱のうち樹種が不明な柱の樹種同定を行う。この

うち、花粉分析については河川埋積物が砂・砂礁で構成されていることから、秋田県教育庁払

田村!日跡調査事務所児玉氏と協議のうえ花粉化石の含有状況を概査し、当時の古植生推定が可能

な化石の保存状態かどうかを確認し、可能で、あれば環境解析を行うことにした。

平安時代の河川i埋積物の花粉分析

( 1 )試料

試料は、平安時代の河川;埋積物の 3層準から採取された 3点である(第64図)。河川埋積物

の層序は、下位より砂棟、砂のIi震に堆積しており、その上位を暗灰黄色の火山灰が覆っている。

この火山灰の給源については不明であるが、発掘調査時の所見によれば平安時代頃の火山灰と

られている。

( 2 )方法

湿重30gの試*+について、日F処理、重液分離 CZnBr2 :比重2.2)、KOH処理、アセト

リシス処理の願に物理・化学処理を施し、花粉・胞子化石を分離濃集する。得られた残誼をグ

リセリンで封入しプレパラートを作成した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を操作しなが

ら出現する種類 (Taxa)の同定・計数を行う。結果は、同定結果の一覧表として示す。なお、

複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が間難なものである。

0
0
 



払田柵跡調査事務所年報1992

花粉分析結果第3表
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河川埋積物の模式柱状図および
花粉分析試料採取層準

第64図

果土士
111ロ( 3 ) 

花粉分析の結果を第3表に示す。花粉分析を行った全試料で花粉化イゴが少なかった。検出さ

これらの化石の保シダ類胞子 1種類であり、れた種類は、木本花粉 8種類、草木花粉4

存状態は良いものと悪いものとが混在していた。

この原因としては河川このように今回の河川埋積物中の花粉化石数は極めて少なかったが、

埋積物の層イ:日が砂@繰とし、った粗粒取積物であり、花粉.)J包子がシルト以下の粒子と

したがって、検出された種にすることから、堆積11寺あるいは堆積後に流失した可能性がある口

ることは控える。類は淘汰されて残った化石である可能性が強く、当時の植生につい

なお、検出された種類は本遺跡のこれまでの花粉分析結果で検出されている種類でもあり、当

あった可能性がある。
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2 荘材の用材選択に関する検討

( 1 )試料

第5章 自然、科学的分析

試料は、奈良時代の払田 f~n跡外郭南門の12本ある門柱( 1列4本で3列)のうち、北側の列

も西寄りの柱(試料4)、中央の子Ijで最も西寄りの柱(試料8)、南側の列で東から 2番

目の柱(試料10)の3点である。

( 2 )方法

剃万の刃を用いて、試料の木口(横断面) .柾目(放射断面) . (接線断面)の3断面の徒

手切片を作製、ガム。ク口ラーノi〆(抱水クロラーノレ50g，アラビアゴム粉末40g，グリセリ γ

20ml，蒸留水50mlk混合液)で封入し、生物顕徴鏡で観察 e 同定した。

( 3 )結果

3点の試料は、試料4がクリ、試料8がトネリコ属の一種、試料10がハリギリに同定された。

同定根拠とした主な解剖学的特徴ゃー般的な性質を以下に記す。なお、一般的性質については

『木の事-典 第 1，3， 4 巻~ 1979-1980)を参考にした。

@クリ (CastaneacreJ仰 taSieb. et Zucc.) ブナ科

環孔材で孔閤部は 1~4 列、孔圏外で急激に管径を減じのち漸減しながら火炎状に配列する。

大道管は単独、横断面では円形~楕円形、小道管は単独および 2~3 個が斜(放射)方向に複

合、横断面では角張った橋円形~多角形、ともに管壁は薄い。道管は単穿子しを有し、壁孔は交

互状に配列、放射組織との!習では柵状~網目状となる。放射組織は向性、単列、 1~15細胞高。

柔組織は周閉状および短J妾線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部@本州@四国@九州の山野に自生し、また植栽される落葉高木である。

材はやや重硬で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木@建築@器具。

・薪炭材、栂木や海苔粗朱などの用途が知られている。樹皮からはタンニンが採られ、

実は食用となる。各地の遺跡からの出土例の多い樹種の一つで、ある。

@ハリギリ(初lopm昭xpicfus(Thunb.) Nakai) ウコギ科

環孔材で、孔園部は 1~3 列、孔樹外で急激に管径を減じのち漸減、塊状に複合し接線。斜

向の紋様をなす。 、横断面では円形~楕円形、単独、

く、横断面では多角形で複合管孔をなすり し、壁孔は交互状または

対列状に配列する。放射組織は異性III~向性、 1~5 細胞11話、 1 ~30細胞高。柔組織はターミ

ナノレ状および帰国状。年輪界は明瞭。ニレ属とよく似た材組織を持つが、ハリギリの小道管に

はらせん肥厚がないことで分けられる。

ハリギリは、北海道から九州の肥沃な適j問地に生育する落葉高木で、大きいものは高さ25m、

1m程になる。材の硬さは中程度で、加工は容易であるが耐朽性は高くない。比較的欠点
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の少ない材で、木理が鮮明であるため家具材として古くから利用されてきたりまた、村ーが白色

に近く、板日面で年輪が明瞭な模様になって現れるため、装飾材として用いられる。その他に

も器具材@下駄材@彫刻材等幅広い用途に用いられる。

@トネリコ属の一種 (Fraxuωssp) モクセイ科

環孔材で孔間部は 2~3 列、孔圏外で急激に管箆を減じのち漸減する。 く、横断

面では円形~楕円形、単独または2個が複合、援合部はさらに厚くなる。 道管は単穿孔を有し、

監孔は小型で密に交互状に配列、放射組織との間では網目状~筒状となる。放射組織は同性

(----異性 III~~) 、 1~3 (5)細胞!階、 1'"'-40細胞高であるが、時に20細胞高前後のものが多

い。柔組織は周回状およびターミナル状、時に階層状の配列を示す。年輪界は明瞭。

トネリコ属には、シオジ (Faxinuss仰ethiarωLingelsh.)、 トネリコ (F.jtonicaBlume)、

アオダモ (F.serrataCNakai) MUI・ata)など 8種が自生する。このうちヤマトアオダモ (F.L

01昭icustisSie b. et Zucc)・マノレパアオダモ CF.sieboldia71ilBlume) .アオダモは北海道 a

州@四国@九州に、ヤチダモ (F曹inandshuricaRupr. var . j戸onica]¥![axim.)は北海道ー本州

(中部地方以北)に、 トネリコは本州(仁!こI部地方以北)に、シオジは本州(関東地方以西)

四国 e九州に分布する。いずれも落葉高木である。材の性質は種によって異なるが、一般には

中庸~やや重硬で、靭性があり、加工は容易で、建築。器具@家具 e旋作・薪炭材などの用途

が知られる。

( 4 )考察

門柱の樹種は3点とも異なり、クリ，ハリギリ， トネリコ属が各 1点であった。今回同定を

行わなかった 9点(試料 1~ 3， 5 ~ 7， 9， 11， 12)については、奈良国立文化財研究所に

よって全点クリに同定されている。これらの結果を合わせると、 12本の柱の内10本にクリが使

用されていたことになる。クリは木材の中でも特に強度が高い樹種の一つで、縄文時代以降日

本各地の遺跡で住居の柱材等強度を必要とする部材として検出されているむまた、北陸を中心

にしばしば発見される在大木柱にもクリが多く(例えば、古池， 1986;能登町教育委員会，

1984等)、今回のような大型建築物の柱としては適した材といえる。ハリギリとトネリコ属に

ついては、住居の柱材として出土している例はあるが、今回のような大型建築物の柱として適

した木材かは疑問も残る。

ハリギリとトネリコ属の出土位置をみると、ハリギリは中央の列の最も りでトネリコ

は南側の列の東から 2番目である。これらが門の中でどのような位置を占めるのか充分には理

解できないが、いずれにしても上屋の荷重がかかった場所であろう。今後建築史的な研究成果

を含めて検討を行う必要があろうし、類例にこのような用材がみとめられるのかどうか検索す

る必要があろう。
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文献

平井信二『木の事典』第 1，3， 4巻.かなえ書房. 1979 (昭和54)-1980 (昭和55)年

古池 |専「木柱根その他木村ならびに大型堅果類の植物学的検討JU金沢市新保町チカモリ遺跡一第

4 p. 203-226，金沢市教育委員会@金沢市埋蔵文化財調査委員会ー金沢市

新保町第一土地区画整理組合. 1986 (昭和61)年

能登町教育委員会 発掘調査概報j)p .28-30， 1984 (昭和59)年

第 2節 年輪年代測定と樹種鑑定

7月30日、 より、角材列の中から適切な材を選んでいただき、試料採取を行った。

同時に門柱 3~本の試料採取も行った。試料 4 は角材の木口聞に虫食いによる孔があいており、

既に成長が停!としていたものを伐採、使用したと判断されるので、試料4の示す最外年輪年代

は伐採年代ではない。

o 10m 

第65図 年輪年代測定試料採取イ立置

第4表 外郭線角材年代測定結果 第5表門柱樹種鑑定結果

形状計測最外年輪
斗タイプ年輪数形成年

宇↓ 樹 種

1 A 109 800 4 ク

2 A 104 801 

3 A 41 801 
8 トネリコ

4 A 293 788 10 ケ ヤ キ

5 A 184 801 

6 A 224 801 
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第5章調査成果の普及と関連活動

現地説明会の開催

平成4年 8月22日

第92次調査について

2 諸国体主催行事への協力活動

政庁跡や発掘調査現場において、西仙北町立土川小学校、大rlJl生活改善実行グループ、雄物

川町役場の方々や、各種団体主催の郷土学習会、見学会などに吋し、在、田Hm跡の概要説明を行っ

た。

3 払回柵跡環境整備審議会への出席

第 1回 平成4年 7月23・24日

第 2田 平成5年 3月9・10日

ヰ 顧問会議の開催

第35回 平成4年8月18日

第36田 平成5年 2月26司

5 報 £士ニ
広コ

準「払田Hlft跡 j第四.93次調査の概要-J

『第四回古代城tlllt官街遺跡検討会資料』平成5年3月20・21日

「払田tlllt跡第92・93次調査の概要」秋田県埋蔵文化財発掘調査報告会資料

平成5年 3月13・14日
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図版10 第92次言問査

1 SAI028角材功'ii1!i端部と河川跡(束力・ら)

2 S AI032角材事IJlIt端部 (南から)



1 

図
書買

出
盟
申

N
K
R
制
調
路

ゆ・・

冶
雲
閣
一
}
塁
口
容
(
割
削
弓
F
)

‘、s

∞E
S
N
ha
玄
明
-一作
活
=
一
蓉

(明間
b
，
hu)



図版12 第92次調査
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図版15 第92・93次調査
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